ア巧ダスで证 u 、テクニックを身につけたい。 
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も-ホめは odidas ! まめ店で 


3150 Athen 

アテネ 

■ ベロアレザー甲を■モ X 白 
■ た!:ルソール 

¥8,500(巧巧か完巧ち） 

デシマーク.ワールドチヤンビオンシップでも、優勝ドイツチームを始め、 
世界16ヶ国の代表選手の78%もがアディダスハンドボールシューズでした。 
そのヒミツは、誰にも負けか S 経験と実績、そして技術開発力を背景に、世 
界のトップ遠手のアドバイスを商品開発にダイレクトじ生かしているからに 
他なりません。ストッ乂ターン、グリップに理想的なアテ•ィダス独自のソール 
設計。足への文句のか r 、サボート感。加えて、足を良くずるヒールカウンター、 
パッド…。大切なゲームであなたじぶ、要なのはこのアディダス機能です。 

adidas 由 

The science of sport. 

巧売を巧がスポ-ツ用お巧げ会れ〒 532 ホぁホを"旧ホ" I ま Vs - 3 «06-305- M 31 









モスクワ•オリンヒック問題 

「参加」を前提、 JOC の意向尊重 

S 本歐会は、4ぉ巧 U 東京での月例常務理事なで、をスタヮ•ホリンピックの眷加問通についで協善 
すでにアジア大鹽巧燕植を担っている巧子け裴チ—ムを娶加させることで蓝ぶが一致し、これを丽提に 
JOC (n ぶホ y ンピック要ち<0め意向を尊重することで今後の事態に対姐すると決めを。 

日本協をが、モスタッ間題を詰しを「たのは初めて。5月 UH 斟を齒理事会(東を)で報化口が巧われ 
る。なお、 JOC は日ぶ日の揣時撼会〔奉思で結諭を出す摸槐。 

る.ところによると、口^^ザンヌ ( 
スイス)で闆かれていた IOC と 


4月の円の会議では IOC (国 
薛オリンビック妻なを】申 、 TH 
F (捐瞄八ソドボ]ル辿盟)が、 
す参加国の谴手を觀済するため、 
いわゆる「個娜泰加」を適用する 
ょクな場か、巧子巧燕子 i ムの術 
遣淫皆は、日本廊舎として、最大 
の务力す吊こともザし合わせた。 

しかし「晒拙参加」の場を、地 
方を務員や一部の企棠から、選ホ 
の派遣がストップされた場合は、 
コーチンダスタッフょ巧務理事会 
のルロ商会歳を魄いて、チーム福成 
を祿討、巧表チームの参加を取り 
消すこともをり得るといぅ蛮おを 
議を巧った。 

このほか、ぶ子の「3大陛化恭」 
となった誇向がぶ奉加となった隙 
0 .巧表チ！ムについて，思ぶが川さ 
れたが、 iKFd 、 すでに「3大 
陡巧燕」0補欠国をコンゴに提め 
ておな、 n ンゴ棄極の場合は「3 
太嗟」な邮ホ消失、ポ—ランド0 
げ上が確—足的で、 n 木ホ子チ]ム 
め"涼りをげ*のが能性は、ほと 


んどないことが巧きらかにな「た 
(を—「3太幡乎遇」の3化国’ 
ア^リヵは、すでに不，燕加が決‘足 
している)。 

ク 

常谤理事.皂終了溪，目本協を| 
荒川清棄理事おは、ホ協記者クーブ 
ブで記者をぶ、なのように語った 

「 J 日 C の憩距を靑重するとい 
うを課が、きょうのな護の結論だ 
が、あらゆる閣難を挑して 、 JO 
C が寧加に睹み切るよう切望する 

「欄別靠加」の場合、派遣の驰 
しい症ち嵩の逸手の取り披いほ懷 
巫にしたい。 

今まで同じようにを力してきた 
遥手を置いて、巧ける遇ずだけが 
幕加するというのでは、"チ I ム 
ヌポーツ。の意が棟ない。 

不韋加は、八ム立商校の教ちばか 
りではなく、企巢チ t ム0遲手の 
据をだ巧てあり得るだろう」 

「個人参加」当面是送り 

4巧别 R 巧の各報巡榜瞄がちえ 


IF (国灌競お連盟。のを同ぶ謙 
で、いわゆる「個人窜加」は、を 
なくとも-口巧が円の园別エントリ 
] がしめ蝴られるまでは採り，あげ 
ないことにな「た。 

この結果、 y 本揣禁ほ、岩くま 
で*正常藝加"でモスク7を目指 
すことになり、羅川埋事長は 、 d 
巧の目、東.ドィッ•中国遠征から 
帰おした全口本巧子于3ムを、大 
照お瞭空港に巧迎え、5巧な降の 
郎化日楷を予をどおり進むずる、 
と板えた。 

JOC 総舎などでま張 

モスクプ■ホリンピッグ燕.加競 
披迎体め强化担当 n — ホ、進手ら 
による「舉急舍誤」が4巧別口庸 
京渋帮巧岸記念体育な醋(麻協) 
で巧われ、 U 本梳当からは廳原估 
強化委員が W 席、かのような惹見 
を述べた。 

「ホリンピッタが、スボ（ッマ 


ンにとっですべてではないことは 
刺るが、長い年月をかけ、多くの 
私也巧上の穩祉おおってきた晋た 
ちの葬を、政治がかがしてなちく 
だ<ことは、惯りを感じる。 

ぜひ、みんなのもで、モスタヮ 
ホリソビックに参加したい」 

◊ 

JO 巳の競な四体遇出要員こん 
該会が、 d 月日岸記念体巧を姬 
で閒かれ，日本端なから荒 W 理事 
長 ( JOC 常巧委畏)が化席、次 
の.よぅな意ぶを述べた。 

「 IOC 煮をに吿った嚴墙ボ I 
扫も早く化まれることを熱望する 

しかし、モ K クワ大をが輔かれ 
るな上、 JOC は、壑加め方法を 
ちえ、連手四を送るべきだ。すで 
にお場植をもつパンドボ t ルの舆 
子チ！ムは、なんとしでも叫瑞し 
たぃ。」 

〇 

J 日 C の幅時竊なは、4月如日 
岸記念が肯尝寵で巧われ、 H 本，臨 
会からは荒川型事長がお席、次の 
よさな廬見を述べた。 

「情藝は内外とも流動的だが、 
K ポ J ツだけ特別をホ尝といった 
諭該を先巧きせず、 JOC の化事 
などを国段に理解してもらい、「 
奉加」のムードを盛りあげをい。 

ハンドボ T ルチームは、是非と 
も善加したいが、域終的忙は JO 
C のが ‘ 足をを亟する」 


——『ハンドボ—ル』^ . 
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した。を農上は日本男子 X 或ド 
ィツ第 J 戰、囘下啤円ぶ女子 X 
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,_ 日日年度勇モジュニア _ 
ブロック研慢を日程 

‘ゴヒ海道4巧！〜3 R 
‘贵：!ヒ米を 
‘北お曾4月1〜3日 
■関患己月3〜5 y 
•廉满 4巧26〜如 U 

•曲 n 本 sHG 〜日 U 
(:関西，中国，四国，化州 
合罔） 


に性福立したい意，叫である。 

今夏 r テラモ国際」 
に出場 

in 本願耸な、今質了巧4日から. 
BU- ミで、イタリア 0 テラモ巧で 
開かれる「巧8同テラモ围胺 rij 
ス•卜] ホ/ ント」 に、巧ホジュ 
ニア■ナショナルを派遣すること 
じ決めた。 

同トー丄ィ^ントは、テラモホの 
イソテラムニア•(ンドボ f ルタ 

ラブのち唯する年を別ユ—ス大会 
で、鋪立当刺は、周巧に赃られて 
いた寧，胡チ！ムが、しだいに留据 
化、昨夏の菊 7 凹太会はじみ国か 
ら贵ホ7 部巧になわせで卽チ ー ム 
が化端する太壹な大尝になった。 

n 一-本チ]ムの編成については、 
巧千は、前揭めブロック研框会で 
推せんされ.た强别ホ投}-め選ホに 
よじ、 ホ 子は，をぶ の各地学を リ 
1グ、6巧⑩全日本実業团還手權 
(を も 星)をが 達ちのを卑"とし 
てピッブ了 y プすることにをる。 


「ジュニア」の強化を本格化«%別ム^ 

来年^パポルトザルで M かれる第3回世が巧.子ジュニア運于梅を-つ巧目構ぶと L て、ジュニ T 強化 
が本格的なスタ I 卜をがった。 

世がのを力国が、今日の栄光の犀をとめているのは、 y ュニア•ナショホルの-強化につとめたことボ 
最大尚といわれるだけに、口ぶ蜗尝が遍まきながら、この問遇へ本陋を人れることになったのは、大き 
な期待がかけられる。 

おをを今年は.、全国を6ブロプグに巧けて「ジュニア研修会」の皂 Q もとに、を理な若ホを集めた 
強化媒習を巧ない、そのなかから、さらに数おづつを、中央に呼び寄せて「ジュニア•ナショナル」の 
おホをがろうというもめである。 

まを、今年度中に、ブロック別の「スカウト」ともいうぺ尝「日本協会祖蠕銀化コー子」靖度を帶肚 
きせる摧想があり、この制度を、今をのジュニア巧载の城としたい怠向だ。 


目本協皂が、ジュニ了，少ショ 
ルにも、確立した强化路撒がし 
かれ、本格的に取り組まなけれが 
ならないとみめおのは、 2ぉえの 
全国会議〔理事会、け譯員会) ゅ 
それかち1力月足らずの-ぅちに 
スタートを切「たのは、巧秋の雞 
2回せ界巧子ジュニア連手摇(デ 
ンマ！ク、スゥて[デン〕に化場 
した目本代衆チ—ムボ、いかに「 
順枯は二の次」といっても、参加 
の力国中の.の化といぅ成療におわ 
り、を国が、シニアなみの悄雜を 
をいで、ジュニア強化へ取り組ん 
でいる*現ま*をまのあたりにし 
たからにほかならない。 

を国は、ジュニア大甚が閱かれ 
るた.•ひに、適がぶを第めて于1ム 
編成する：のではなく、常時、ジュ 
二了 -ナシヨホルを掉ち、世界遥 
を幢をはじめ、み国際卜 r 十->ン 
卜に勝負をかげている'。 


また、ジュニ了は、当姥-シニ 
アと.深い関述を拭ち、現ホ、世界 
Q A クタ K 国のレ半ごブ—の一二か 
の一巧、 111 年前の第1凹世巧單十 
ジュニ了‘逼手稚の出墙者であると 
いわれる。 

こぅした無 a の傾抽に述べて、 
y 击のジュニ了が坂は、あまりに 
もィン K 矣ント。をれどころか「 
ジュニア」そめものの鞋義などが 
概底しない面さえ見をけられるた 
め、強化部是を蒂わる蒂化诚黄拙 
宰長が大ちを、新^則始を待ち 
かおるよラに、堀す诞化コ！于飛 
ボ中んとなってスタートを切った 
もの.で南る。 

5月に中央研瞎会をず定 

郎化部男モコーチ靑のなち化し 
た「ジュニア強化蹄線」汹最大の 
轉をは、尘財に巧カウトの目を張 
りめぐらせ、酱望谴手を探し化そ 


ぅとする点だ。 

とりあえず今年腰は北海避、東 
化、化情越、帖柬、戒海、啓 U 本 
(闕幽、中国、凹国、九圳。のブ 
ロックで、4巧から5月上饰にか 
けて「ジュニア巧權里ごのを3も 
とに、郊 I か連马遭ともいをべき 
感化諫習をがない、強化コーチ群 
から 一-^ 二 あむコ！チが、各全骗 
へ出向き、を力連をのテょタクを 
行な.ぅこととした。 

そのあとで、备コーチの帶皆を 
をとに、各プロッタか怠お苯怕の 
をる選手を日リ末戒一がに集めて「 
■^邮修遍」(破碑)を卵く。 

これらの運ホは f ジュニアわ当 
の木野巧廊化 n ! 于に上れば、一 
九六 曰 年(昭お)脚輝をれによる 
湛をを 「 f ジュニア蜡補」とし、 
-丸ぉ丸年(晒お〕生れの有望選 
をは、今夏7巧のテラモ固醋(彼 
措。榜補逗手として數名残すこと 


が予 あまれて いる。 

女子も近々具体化 

日本瞄4苗ジュニア拙策な、が 
年度から行われ.てきた「ヤングを 
日本」制度がをり、現を か 全日本 
主将め津川や卞砲，蒲をは、その 
巧一期化、二、三の例外を醇いて 
は全日本選手のほとんどが「ヤン 
ダ」にノミホートされた摧驗を" 

しかし、それらの，実感"は、 
ほとんど机上のもので、巧年の強 
化合宿(二^り間.)も、聘に太きを 
目頼、目的はなかった。 

とこるが、 IH ? (廚髓 ハンド 
ボール 迎盟〕 が、 ジュニでの世辞 
遇を権を八ん式斤爭としで關設した 
ところから、「ヤンダを日本」の 
お在がクロ— ズ アップされ、别年 
度からは、固際的に発照させるを 
め：「ジニニ T を口 本」 と改棘され 
ることになった。 

その最栖町目时で志った世が ジ 
ュニ了通を植で、前述のとおり、 
各国四充実したジユニ了な 顔を 如 
るところとなり，】筑の発顆にな 
っ たもかだ。 

また、報化前は.もとょり全閔会 
議が、 ジ j ニア対策を、 H 本協会 
⑩を大急務とした背景には、アジ 
了における日本の独をが、今後、 
予断を許さをくな「ゎ髓しさもか 
くきれでい る。 

荒川埋事段は、面子につづいで 
ぶ乎の ジ1 ■ニアお撼も、今夏まで 






日本關舎は、日月别日を w 
吕指していたが巧法人 化が； 
やや運れ ることを、明らか 1 
にした。 

U 本協な.のお回を人苑应 j 
人会廉は、3パ別 U 辈巧で： 
開かれ「寄け行為」.をを認 1 
〔り本詰 4 貫を照)、ただち I 
に诘人化 手つ づきを文部诘 I 
に 射して巧った が、 如年お 
までの事冀計叫や、迴事殺™ 
などに ついて 巧撤討を必要 一 
とする 卸かが あ-ることが判™ 
り、 ただち. に巧审請したが： 
本誌前号脚報の.5ぷお日誌™ 
可は、一 j I |力巧逼れそぅ I 
でを る 巾 

注目の辿 事 数は、 H 本 随§ 
会は、最 太のを 拭巧を 望ん： 
でい るが、場合に 上っては一 
圳を控度におきえられるこ ^ 
ともあり 得る。 

現行 規約の趙事 数は鮮ち1 
R 巧で、のを 近い削減が必 I 

要 口 

このわめ、 n 本補鱼 は、 

2 巧の全国理事会を、を 人 
化にとも.なぅ一卽の決定を 
强立け表 おとしての 嵩銷英 
四耶尝最に一巧嚴終会議 
としていたが.、里き数間適 
や モスクワ 問遇が屈き たこ 
ともあり、 日月 un 東京 渋 j 
おの 岸記念库巧会解で、 を I 
国现事舎(婚巧)を隅く □ 


大阪、を古屋で選考試合 

五輪代表の発表曰は未定 


日本输をは1質听報め とおり、 

モスタホリンピッタ へ 巧子 化 
去.チ—ムを遇ることを確詔してい 
るが、を目め運乎谨ザを酣に、「 
け哀過を選考シリ [ K 」 ，をちぅを 
雅表した" 

この シリ] ぶは2試なで5パ5 
H 午後2荷から大脫ホ^お育語 
で 「を 口本巧子 軒 白試合」、巧：！！午 
覆 3 時から を 巧屋巧沐肯輔で「大 
椅轉褲销 •ぶ m は研 幹 窗醒巧 軍」 
とが，拙す るげ 

百 n の 試をには、 迅おリスト了 
ップ されて いる 鄉 名のモスダヴ’ 
ホリンピック 候補遇手のぅちがを 
が.# 孤 C 別拷)することにな づて 
おり、 ず叫 指ち されなかった 捕 口 
.(筑 波丈 OB ). たな〔筑波 大)、 

金井、 GK 原巧(ともに大幅 電気} 
化川(慶 ホ) の。 り 遇をは、一拡， 
ホリン ピック遇手選ち の 対象から 
はずれたをのと していい。. 

をお、モスクワ-ホ リン ビ リタ 
巧燕嶺手は、 派還 人鹽が日本 体協 
かを公表きれて いないため (4. 月 
洗日現在>、日本摘なでは発表：！！ 
などを巿式決定して いない。 

〔遵马シリ—ズ大阪大を■紅を 
戰出場者 ； J OGK 福井(规を/岡 
部(太崎)、大烟(本田ほ〕、ホ聽 〔 
日体大) 


t>FP 津川、熙積、山本、池の 
上、生駒、を戰(な上奶を)、大原 
拙^、**雨’立(な上大同)、関 


山口〔ともに 一二 覇)、猎野、の U 
(ともに $)、高藤亭 (大 崎)、 昇 
離梓 〔损狀ク)、ホ本 (大敝イ3ダ 
ルス】、 牺ホ ' C 喘の 黄か)、 种田 ( 
千恶教員)、西山 (靖波大〕 


サウジアラビアが来日 

6 月の日、全日本男子とお戦 


日本協省は、□本国巧で強化と 
雜善試をを巧ないたいといぅサウ 
ジア-ブビ y 男子ナシ3户ルチ！ム 
回ホ壁を興げいれることにな『た 
阳了ジ了拙一域にあつで、タクて 
t 卜 とともに、もっとも强化に植 
唾的なホウジデラビアは、をの'頂 
点強化跟として、アジ了のナシバ 
—7 ンの地位にある日本とのザち 
流，.をかわでかを 望 ふでおり、こ 
口ほど正式に「誌 U しで硬化をを 
リゎい」旨の通竊がるった。 

口本滿尝では、今年 T 度から「了 
ジ了■ハンドボ—ル邪でのリ]ダ 
E シップ」を K ロ ー ザンにかかげ 
'ており、 R ぶにと「でもモスタワ 
■ホリンピックを轉前にした結化 
上げの意睐も患づで、河チ—ム.の 
來日を承能した。 

现巧 Q ずを では、サウジ了タビ 
了は 6ぶけ 日ごろ來 n 、 まず全 円 
本 または在‘品チ r ムとを時練習、 
をのぁと£^口軍京体育館で全：11本 
と対戦め あとの：； n からまで 東 


前 却】 域で親善試を (4 試を)、 巧が 
東をへ 雷って離化純型、 月 5:11 
恥木で稱甚試をといぅ K ケジュ E 

ルで あ. る" 

硝在中抽挥菌 は、試を 媚摧費を 
除いで は、一切 サゥジ T ラビ T 側 
ボ岛 担することになっており、 桐 
木の 試を後、まらに-週問 ほどの 
滞日をホをしている、と 伝えられ 
る。' 

巿式な日程と対毁化をなどは、 
日月 UR のを国理事会(吏‘京。で 
诀まるが、 6月別円のを日本と 巧 
試合は「モス タブ •ホ リンピッタ 
ホが試合」に-なる予を。 

U I クレムス戦は中止 

日ぶ協を時、6ぉに巧施を予定 
しでいた才] K トリ了與モのトタ 
プチ 1ム「ユニホン■クレムス」 

を招いての箇醉撫菩試合ををす 
る.ことになつた。 

タレムス卿の来日ホ望日稍と、 

国巧のをけ入れが合わなかったた 


めで ある。 

金 B 本か子の東独遠征延期 

日本喘会は、5巧 U 日から扣日 
まで、燕ドイツ如を黄けていた全 
□本迪子の貼待を、しばらく延巧 
しても. ちぅ こととなり、4月卽 n 
日本体協を適に、集ドイツが械〔 
口了 SB ) へ 打電した。 

こ 0招裤 は、 AO 年度の： 11$ 
ドイツ变流としてけわれる予定だ 
ったが、 を 日本よ 子は、 4 月の中 
国遗视(ぶ强 U 頁幕照〕喊垣後、 
日疆ボ つまり.すぎ、しかも 6月初 
おには、 今シ 1 K ン巧のビッダト 
I ホノン ト•を：！一本みす桌署回透 
于植 (おち壓) が予 をされ るため 
東 ドイツ盛化はムリと 判断したも 
©で苗る。 

なお、 荒 川理享 長は 「来年 1月 
-3 月の 間に、東 ドイツが OK な 
ら谐视 を 巧いたい」といって いる 

尊巧巧のベストセブン 

义ボ j ツイ'ベント 扯の靑巧誌「 
(ンドボ—ル」 は、如年度のを日 
本ペスト セ y ンを韶おの投祟によ 
っで選考、 四 巧を.でなのよぅに発 
表した。 投祟摇数一二、一一ち r 

マ巧子 • G 広福井(興あ )- FP 
津 W 、 摆靖、山本、池の上(拭上 
现 承：^ 乂原、 满出 C 城上火同)。 

V ホ于 I GK 山本(ブ H 】* FP 
§、祗靖(扮上日ビ〕，权下、河 
曲(城上ジャ )1 ホ〔ブエ〕、島巧 
S 立)。 








ンドボール協会寄が一付為 


財団法人ぃ 

第1章総則 
(を称) 

第 L 条この法人は、お固を人 u 
木 ハン ドボ— ル 楠な(か園に嚇 
しては Ja^pan Handball As で 
oe 宮 Ion (瞄称 J ’ H . A .)〕 とい 
50 

雲窥所 5 

濟2条.この法人は、事務所を崇 
お 報渋醫区神谦一 T 目 1 ホ 1 号 
岸記念怯 育な 鉛巧におく。 

第2章目的おぶび事業 
音の〕 

第3棄 この 法人は，日本におけ 
る ハン ドボ— ル 競找界を流幫し 
巧表する巧体として、 ハンドボ 
—ル谎巧の普见およが振興を魏 
b 、 をって国投体育の巧上と K 
ボーッ稱祁の涵菁に寄ちずるこ 
とをけ的とする。 

(事業〕 

鄉4 奔 この法人は、邮条の目衍 
を達成する世め、次に掏げる覃 
業を巧なぅ。 

3 ハン ドボ I ル親おの牟园的 
な擬技会を賊谐すること。 

尚 ハンドボ[ル竊技の国際媛 
ななを熙催し、またはこれに 
代表遇手间を化逍ずること。 
が ハン ドボ t ル競技に閣する 


兢拽抵則を制をすること々' 

他ソドポール雜巧に関する 
技術の研究および指誓に潤す 

ることか 

财 < ンドボ 1 ル歲替関する 
尊刊員の.葬成およびその資格 
を設をすること。 

脚ハンドボ t ル髓なに関する 
語裡皂似開懼およぴ A ンドボ 
I ル請技の指嚷者を赛成する 
ことり 

机ハンドボ t ル髓抜用の用具 
および施設献楠の檢足および 
それらめ八み認に間すること。 
御域閱誌その牠の刊行物を雅 
巧するじと。 

蝴をの池この法人の目的を達 
成するために必要な寧業 

第3尊資産およぴ会計 

鲁壓の構成) 

菊5条この法人の費産は、がな 
とも.とする。 

W 設立当初のお産 S 綠に胡载 
された財産 

闽赞顆からをずるぶ実 
が加盟面张め加盤金 
换お録金 
閒事業に伴う化入 
樹菌が金な 
巧をの牠の収入 
(資应の捷别) 


第6条この.法人の資産をかけて 
基本お産と運巧姑を02澤とす 
る0 

2基本お座枝、かに掲げるも的- 
をもって穂成する。 

S 設立当が巧が産目疑中基本 
が産の部に記戦されたお産 
闽基本姑産とずる.ことを 
しで奇がされたが產 
が理事をで基本财産に賴り入 
れることを講诀した財座 

3、遵巧財産は、基本が産が外の 
赏産とする。 

(費匿の嘗理) 

巧 7 条この法人の資醒は、会居 
が張巧し、某本が産のぅち現金 
は、进事なの歲おを絕で、を 
戒金とする等確宪な方法により 
会ちがが巧する。 

〔基本壯産め赃か因削阪) 

第 S 藥甚本お産ほ、蘿波し、巧 
酷.し、担破に巧し、まおは運用 
化産に漂り入れてはならない。 
ただし、この法人の事巢の蓮け 
上やむを得ない埋由があるとき 
は、理事会の藻がを捶、かつ、 
文部太巧の承認を受けて、その 
一部に限りこれらの观かをすぶ 
ことができる。 

〔强黃の文弁】 

赏 g 菜この法人の事業⑩选巧に 
要する.経貴は、運用お座をもつ 


て支弁する。 

(事業計函およが蚊ち予筑) 

第2条この法人の事業計闽およ 
红これに伴ぅ収ま予登は、会長 
が編成し、理事なの議號を経て 
垣尝計年度開始前に文部大もに 
届けおなけれなならない。掌哉 
計画お上び収吏す算を塞更しよ 
クとずるときも材礫とする。 

(お支が谅) 

第 U 条この法人の収变決赏は、 
会長が作成し、お産目疑、貸猎 
が照表、宰哉報を寄およ•ひ財お 
增威事を菩とともに、監事の窓 
見をつけ、理事会の承詔を受け 
て，ち皂計年度終了後2月な巧 
に文部大おに類岳しなければな 

富ぃ。' 

2、この法人《帖 A 決節に余剰金 
があるときは、理幸をの歲決を 
軽で、をのを部巧しくは)部を 
お本胜をに編人し、または盤年 
度に蝶り越すちのとする。 

(お迦惜入金) 

巧3条このを人が惜入金をしよ 
ぅとするときは、その会計年度 
のが入をもって镇遗する短聞階 
入金を隙き、邸章会の謡化を綻 
かつ、文部大臣の承諸を受けな 
ければならない。 

(新たな義務の負担等) 

第 U 条第8条ただし言きおよび 
前棄の愚をする骗なををびに啦 
ます爲でをめるものを除くほか 
新たな為務のも担または框利の 


故葉のうを重愛なものを巧なお 
うとするとき は、遇事会の讀決 
を摇なければならない。 

(会計論) 

が：5条この法人のをホ年度は、 
毎年 d 方1同に始まり、翌年3 
月拥 n に終る。 

第4章な員、評議員お 
よぴ職員 

(投貝) 

第巧粟この法人に、化の.殺員を 
おく。 

扣凰事地をな上巧若.城内(う 
ち会長 i を、副禁長2ぶなお 
專務理章 1 お、箭務理事7名 
とずる 0) 

恼監宰2名または y を 
〔殺員の還を) 

蒂 W 条理靑は、評議員なで遇巧 
し、耸長、副尝長、毒務理事お 
とび常愁踊事は姐事の互累でを 
める。 

リ-監事は、評歲員会で社務に関 
する知識および経驗を首する者 
めうちがら選巧する。' 

(理享か.磯强】 

券口条甚長はこの法人の業招を 
摇埋し、じの法人を巧表する。 
2卽会長はな段を補佐し、会長 
ボ事故あるとき乂は化けたとき 
は、な技がホめ措をした瓶によ 
り、副会長がその職：舞を巧理し 
またはその職務を巧なう。 

3 專お埋事は理掌会⑩該報に基 


づき業務を掌理する。 

4全長および副尝長に事故をる 
とき、またはその柯れちが化け 
をと貴は、通務理事がをの職驟 
をけ巧する 

5常務理幸は、理事会の蔬かに 
基ずき、 R 常の些赫をか靠她師 
する。 

日 刑事は、理事舎を組磯してこ 
の法人の業禪を證決し强行ずる 
(監事の-職務) 

带化 条棉宰 は、 この法人の棠瓶 
およびが 産に関し、化の各ちに 
思をする業骑を行をさ。 

山法人の附産の状おを闆査す 
ること 

が理事の巢藉載行の狀補を顆 
查 すること 

がお産のが學てたは I 霧の執 
巧についです正の事龙を猜ぶ 
したをきは、これを理#尝お 
よび評語負舎またおぶ都大巧 
に帮杳ずること 

W 前号の-報告をするためお嬰 
があると當は理ををまわは評 
護具告を闻集すること 
(役員のを期) 

第 W 务この法'人の彼具の巧期は 
2年とし稱巧を妨げない。 

2補欠または地員により選巧さ 
れた役員の巧期は郎巧をまたは 
現巧おの残巧巧問と する。 

3 役員は、その巧期活了後でも. 
後巧まが就巧するまでは，なわ • 
その職搞を巧なう。 


(彼員の媽巧) 

辨 W 亲视扫は、かの各号の一に 
誘当するときは郎事現を数おょ 
び評歲具現を数おのおの3かの 
2说上の謡決にょり设爲を禪巧 
することができる。 

山必身の故障の ため 職黯の驶 
巧に たえられな いと認められ 
るとき 

が職颗上の毒務邁おその地役 
具たるにふさわしくない巧為 
があると認められる とき 
(評議具〕 

贿扣条この法人には、評議なの 
を城 上抓あ试巧をおく。 

2評議罔は理事会に おいで 第の 
集に 谣ぜる 加鸭巧体が淮 せんす 
.る 者め-.ぅちか帝す る。 

3 評講贝 には 前 2条の 規定を 毕 
巧中-る。 この 塌<口においてこれ 
も-の鼠，拒中 r 巧貝」とあるのは. 
「評歲員」と請み替える. ものと 
する。 

(事務局。 

菊の集このを人のま賴を烟理す 
るため專疆掃を夏く。 

2事摘岛に姐黑な聯貝を犀く。 

3職長は会長が巧命す る。 

4職具は昔給と ずる。 

第日章会議 
(理寧尝の摇集な ど) 

第条理幸をは毎年3凶会長が 
招集する。ただし会長が泌取と 
認めたとき、または理睾現を教 


の3かの1な上から会議の目的 
事項を示して請求の-あったとき 
は、その請求のおった日からリ 
扫试巧に随時刑事呈を聞靠しな 
ければなら-ない。 

2 理事舎にけ謠する事項は聞椎 
y の7巧岛刖に理事に通知しを 
ければならない。ただし窠急：や 
むをえないとをとめられぶ場合 
はこの般りでない。 

3理事をの廉長はな長とする。 
(逊事をのお足数等〕 

第如条理京をは刑事靖を散の3 
かの2城上の者が出席しなげれ 
ばをの歲事を開き講報すること 
がで备ない。ただし当誘議事に 
つき喜おをもってあら-かじめ扇 
思を燕-亦した者はお庶まとみな 

すで 

2理事会の患寧はこの寄が巧為 
に別殺の定めがをる場なを隙く 
ほかお席理まの過ザ数をもって 
化し可 K 占同数のときは議長の決 
するところによる。 

〔評證員会か議事巧。 

第お染をに掲げる事項について 
は、挫奉なにおいてあらかじめ 
評壽員なの盘見を削かなければ 
ならない。 

W 事業許晒おょび収ぶ予算に 
ついての事巧 

闽孕業報告および収支決算に 

ついでの覃巧 

が基ぶ財盛についでの事項 
W 長期借入金についての事巧 


间晋1号、 蔚 3ちおよび前ち 
に 定めるものを除くほか、新 
とな義頻め負担 および 植利の 
故棄についての事項 
倘 その他、 このお 入の樂務に 
闽する重要事南で迹事尝にお 
いで 必裝と認める もの 
(評霞コ貝のが集等.) 

第扯条評歲督舎はを年 2 回 金 お 
が巧语 する。ただし、. 舎おが 必 
要と 認めた 場合または評誌円瑞 
を數の3か Q 1拉 i から 進歲に 
巧諸すべき事巧をおしで評謡回 
会の搁おを請ぶされたときは、 
その請 おが あった y から别日试 
巧に關時評譯昌 舎を 招漲しなけ 
ればなら ない。 

2 評謀員を にが 謹す る 事項な聞 
催日の 7 H な前に評議買に通知 
しなければならない。ただし、 
緊急やむをえないと認められる 
瑞<口は この 限 b でない。 

3評議具当の憲長は酱联とする 
(評議貝会のを足数等〕 

がの 嚴第别条の厲をは、評議な 
全にこれを毕用する。この福な 
において、同条中「削事会」お 
よび「理事」とあるの.は、 それ 
ぞれ「評議員を」およが「評議 
貞」と読み替えるもの'とする。 
(議事録) 

第骗をすぺ てのを嵩には 語事蟲 
をが成し壽長 およが 出席者の け 
表 2 おな 上が署を押印のう え、 
これを おをする。 


第6章加盟西が 

(加配〕 

缀巧一条この法人の加盟闽悼は、 
i 逍破県のハンドボ—ル兢技 
を統轄する団体(城下「各都进 
麻瞧協な」といぅ。：}とする。 

リーこのな人は、全 H 本宪業の C 
ンドボ t ル述盤、全 R 本学尘ハ 
ンドボ—ル連盟、全国高等單校 
体肯連盤八ンドボ—ル部、全日 
本教職貝ハンドボ t ル述柄、全 
□本 A 猶隊ハンドボ—ル連肥な 
ど告园的ハンドボ3ル留おにつ 
いて、卽護員会的誌张を.蘇て加 
盟巧ホとすることができる。 

摇退) 

带加集加辭巧体はこのを人め加 
盟0体として不述当を認められ 
るにいたった.ときは師事および 
評議員おのおの巧現在数の3か 
め2段上の同蔵を経て、これを 
脱退させることができる。 

(加盟金} 

がが条加骑班ホは、予算の定め 
るとこらにより、毎年加皿おを 
轴せしなけれなならない。 

(地区連盤〕 

第拟条ごめ法人は、各都避府贴 
協会の雄宵を円婿にするため、 
別表の地お別に地段述盟を置く 

第7章専付巧為のを更 
ならびに解散 


理事の自覚がカギ 

〜「寄忖行爲」を読んで〜 


関 

東 


走：！ヒ站 
海区 

化ュ實を別 


示すものだ。理韋遍の認讓な上が 
里去れる6<^長、則を長を郁’事と 
する马えかたは、巧年前、円本協 
症規約に一度、導人されたが、時 
湖尚巧の声が強く2細 (4 ザ)だ 
けで、則つこめられている〕 

词拉に、理责選援をもつ評議 
昌会ら、これをきっかけに*お常 


表 

地域(.器遺府県) 

化 海道全域 

寡、執 田、 山形、拳 
皆城、補岛 

扼木、罰报 、墙玉、 下葉 
東を、渡.城、巧奈川、 山 


近錢独贺、京都、大岐、な，な 

親山、透 

中国岡山、に島、島酣、山口 
喊取 

れる上うでは拙い。 

盛行如名域巧から、最火妨名に 
* 捕が*.されることで、班朝行部 
巧に麵描があるとも間くがそんな 
常割では、とうてい、法人としで 
の活動ををうできない。 

を長、副耸長が进事として加わ- 
る めち、 法ん の 戟け賴関の 童 さを 


び 記擠昔領 

脚 理寧会おょび評議 督 会の議 

事に関する吾 贈 
が 庶務日誌 
脚肯故巧牲植菁類 
掛をの牠必耍なぶ.『韻および 櫃 

化巧 

リー前 巧第 6号め富婿は お 年、同 
お翊日号の害 掘おょび 帳獲は W 
巧 お 上、同，巧赏7号 おょび 第 日 
号 Q 害 頭は 1年说上 それぞれ惦 
おしなければ ならないな 
(袖則〕 

蒂扣窠この寄が！ についでの 
训刖は理事な の還がを経て別に 
をめる。 

が 則 

涕 i 無地 前の日 术八ンドボ ー ル 
施ムー 臣鸣した 槽利 義務はとの法 
人が牠承ずる。 

锥2 条黄 W 条の規 をにかかわら 
ず この 巧人の.設立 当初の 强宰お 
ょび監事は なのとおりとずる。 

(編焦部 化-巧をホ 発表〕 

^これらの裸眞 Q 巧期は 菊の漆 
の规を にかかわらず昭和 年 3 
月則：！！ までとする。 


四泻潭 W 、 商知、極な、愛磨 
九が福闹、火か、拉致、長崎 
宮鸣鹿児趣、銷本、冲轴 

な裝-になる ことが期待きれる 
耻巧©巧議員な は、 すべてに 
執行部 (全国 理事を U まかせ、 
最商決嵩徵関と いう主り、 単な™ 
る*事業承認揣関，で、 y 本 ハ™ 
ン ドボ i 靴の 現が を常捏 し、 ™ 
ビジ 3 ンを 巧ちおす 婴骑にをし 
かった。 ™ 
また，これまで 日本協会的-組 一 
織と なって いたが都遺巧贴靖会 
が、を 固迪輔同ょう の 加盟尚が 
に堂わるめ も、太き な改蒂。 \ 
H 本蜡会は、 いくつをめ f 部 
弧 擺の黑<"体ではなく、 口本廊 
当という独肖め 试お(法人) であ 
る ことの肖 党が、 全醒熙者にし™ 
み班って奴しい。 I 
今问の巧為に 「概員め報 
刷」が 盛りこまれる かどう か 、 j 
一つの興味だったが、どうやら 
兒.送られた ぶうだ。 殺昌の畢吐 
稍巧に麵る現株は、 限 巧がをろ 

ぅ。 j 

当：曲、ち務厨(棘員) をいか \ 
に强化するか、 なお 理事が どこ j 
まで支提するかが「法- < J を軌 一 
道にのせる 教た ポィント、「寄 I 
が 巧為」にょる牺け轴 け 部と尊 \ 
巧委貝を Q 熟 意が、 太を」なみ ギ \ 
である。 (杉山 茂)一 


梨 

化盾越長野、新爲、ち W 、 青山 
福井 

東姬静岡、愛独、昧專、ご一聖 

I u 本極会腊阿法人扱の盘をと 
一もいうべき、8章がを阪わたる' 
「窗が巧捕」が発表された。 

- 日月 Muz の舞超人を謀で承認 
を受け、すでに文部省あて申蘭 
•か巧われているものだが、さず 
一がに巧意固体をしての琉巧「日 
I 本®会規約 J よりも、すべで亟 
I 々しく、化人機の口本協避の貴 
I 巧の重大さを感じをせる.。 

\ 金披帖には、虹草した猜 W 理 
™ 亨長、大野喊醫担当常窃理青が 
I 说巧しているように、四十一「年 
のを統を築きあげた日本撒会の 
j 糟沛、酱摧を受けついでいるが 
-强蝴の構成運営などは、大きな 
-藥ばうを遂ばることにをり、こ 
のるおりの部解を、法人化前、関 
孫者に祗底しておかないと、太 
ルのトラブルが起こりかわない 
特に「巧畢」证、法律上み呼 
称でをり、陆人强巧の稱成誓と 
I して、これまでとは比べものに 
一ならぬほど、その黃巧は靈く、 
i 大きくなる。 

™ ともずれば、の常裔遲ず 
まかせといった ム！ ドでは、法 
人としでの成長を妨げることに 
I なり、ましでや、を當喊的にこ 
I Q ポストをちえで人がが選化さ 


〔寄 村 行なの 変更) 

第お条 この寄村 巧為は理事現を 
鍛およが詐議巧 現を 数.おのおの 
の 3 か.の3な上の議がを経、か 
つ、 文部 大巧の-詔ザを受けなけ 
れ ば瘦更 できない。 

(魄 散〕 

第お集 じの法人の禪散は理事 現 
が数およが 評義負驻た觀 おのお 
のの 4 かの3 战 上の 議決を 経、 
かつ、文部太臣の謁可を 雲け な 
ければならない。 

(残余お蜜切処か) 

巧巧を.この法人の牌故に伴ク残 
余蘇症は、狎事 現を 驶および許 
萬昌堀お数おのおの'の 4 かの3 
な 上の 議決を鞋、かつ、ぶ郁大 
度の許巧み查け-て、 こ 0 を人の 
w 的に颈椒の肖的を有すぶ坟益 
を人に 寄ち するものとずる。 

第日章補則 
(昔 聞 およが坂鶴の備け 等) 

ぶが 条この法人の事務所に、か 
の書顯および眼識を 脯え なけれ 
ばなら-ない。ただし 地の 法令に 
よりそれらに巧る 吾 類および振 
蹲を欄え たと きは、こめ隅りで 
なぃ。 

貼を付む'為 

闽搜 員、 評議員および職呂均 
を簿および 廬湿甚 
邸が産目 疑 

媒 貴産ムロ暇およびな憤 4口暖 
巧収入す化に脚す る幅 帯 およ 
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好 SSS 巧 80 MOSCOW デサントはアテげス巧と共にモスクワ置おじな力していが。 巧が会社デ廿ント 
















岩圃エ、春の王者じ返り咲く 

〜第3回全国選抜大会〜 

女子はル松ホ女が連続優勝 

着め高披王者は、男子 ボ お国エ(地元山 uy ホモがか秘市無(お川}にがまった。 

溝 3 巧車；閔閒胶湿抜大をは、 3 巧拙日からが R まで摧山の禪山巧が宵館ど楠山高披林巧館に、全国各 
ブロックで賊ち姑いお毋み各 S チ！ムが龙まり、熟戦が 鞭り おげられた。 

報一•二回大会はが古屋で開倘されか.が、今固は山口県艦山かにを場を移しで關 かれた。 

巧子快赌は，部一巧大会の勝者岩 内 X と谭 K 间乂造後體の中大删處との对戟 となった。 紹合力では崖 
かに语 ると 思われた中大附属だが、地元岩国エの辦いに胖し切られた。 

ホモはホ松巧みが苦しみながらも 2年連擺2 度目の胁利を かちとった。 

姐長被が4試合あるなど、お試をが轄戰の违結で、なの抜けないが試任でをうた。全怯的にほ奋于 I 
ムの巧上りは早く、强抜大なに的をしな「て練谓に励んできを成果が随煎に見られた。 

なお、来年の帶4回大をは、3月お口からの日まで、；向び名古星巧に戻って顯かれる予定^ 

み過ぎ相ずミスから进攻を決めた 


冀 


す 


回戦 (2 試食 

が 屁 〇、，。！目で 劍路測籍 
富 山) 11日 — ( 化祇遺〕 
p^oo 20120 2 ooul 

幻端山合井下 f をお下四 

心太来川酒岩捆久相住松成 


搔半に人ると5番お下のミドル 
シユ！卜で湖陵がリ]ドした。一 
ホ氷おはなりの時間が長くやっと 
だかにか坪がカットィンから同点 
としを。その後氷見は， コ甫、 4番 
6 雷が 3 述結得点し.、巧しい一聯 
を手みに納めた。 (構) 
此化学强9 f 714^3県枝早商 
〔大阪 ) 11 に19て(贼宴 


寻〇02 0 5 202 0 

W 井雅巧井ぶ哲薩林藤お尾 

追增 踊卞 

d 武に端读にルがホ安酒探 


郎 强晋 • I 题 I E 

中略ード m 坪原原戸本の山 

^田 W 砸矢か命中漸山おが-パ 

得ひ022411り〇〇り G IW 

曰；丽チ！ム共巧蛾とあって、動 g 材藤邸が W お本ホ聞木 

きが悪くツユートミス，パスミス^津を 商 早寺稱赏山ち酒蜡梢 

が多くがられた。得点も前毕を船 得.00532 4 G り日 GOO 

っ 


妾 


•|備) 


ヨ 


で 

P 


化巧がリ！ドをぅがつた。 

搜半両チ！ム共固さもとれ、元 
気のある攻防をくり返えしたが、 
やや地力にまさる化巧がをり晚つ 

た口 (山报) 

岩国 H 延長のホ勝 

可舉々決勝 


岩罔 H 
(山 P ) 


In: 一 si 謂 

{3 ‘—つ二 


m^ooosilQ 21200 
川井木せ上条松蹄部茂木おが 

拓川論ホ村南を松岡 爱鈴，水冰 

K pff 飾ぶ) 

G 其鸣破嚴； 


(福島) 
〇 


I . け闹本 m 巧本村平の水が岡おお 

て 51 日と、卞替 したよりも か 0:立ち上り第一試をのためか両 蜡松塚 藤 河中ぉ原淸中が太置 

なくえつ亡。 弟 - t ム舆に固さがをら-れたが、 W 得00221331日000 


〇,:立ち上がり两チーム共にシュ 
1 トミスが多く、培点に 巧 しんだ 
が-お H は日拙齡炒6番原円の右が 
度ょりのシュ I 卜でが取点をあげ 
たゥ 

この頃から雨テーム共攻巧が実 
動しだし，お餐接戦となり、おエ 
Q 1 点リ—ドで A 1フタ イムと な 
った。搜ホ；丑いに理いディフでン 
K にょり择点できず、1点を争ぅ 
試なから延畏戳となった。 

延長に入っても両チームお八上く 
が力の疲れをおせず、熱戦を撒り 
広げわが、残り巧秒お国はぺ于ル 
ティを確実にがめ毕決慶遇出を被 

めた。 (荒 ハ か レ 

中大附妈日、 8— 日一3新居操エ 
(韋畏5一 1 ( 密媛) 


5 


-X 

1 


の新语抗王のゲ t ム麗開で遇んだ 
が、サィド窃りからのシュートで 
新居浜エが 2 捕りードした。巧り 
日かを初て新原沉1点リードで 
熙 迫した。 

中太かは銭り2か、ポストから 
の-シュ]卜で同点とし即砂を切' つ 
でポ K 卜からのシュ I 卜で逆お勝 


をを納めた。 


(中所) 


見 


得00020 2 1 G 2 GOO 
到化野お上山木邱部野 W 麗岡 

轉虽化：一^が横節な牌神石伊商 

郎 ¥.§ 

臂秦山 i み E 

阳山山長东孟坂を I 铜擲 

得〇 〇 U 円10300000 


〇…新監搔エ立ち上り頸贼ダブル 
スカィプレーで得点すると、中大 
がも ブリ！ スロ ー から得点し1が 
1とした □ H か過ぎまで中大かが 
フリ ー スロ]で得点すれな、斩属 
浜ェはフュイントから稱ぶしてぶ 
巧め展開となり、で前半を 
が了した。 

後半化かまで力の中大が、勵会 


み見、後半くすれる 

大分電波 of 8 — 7 一4ぉ 
某か)互に— 7 Y ぇ 

な U 02 已 41 丄口 01.り口 
^中崎茂田坪原原政本打出 

2巧§ぉ審中涵叫慢 

K P 
G F — 

别末島岡水宅の宮顆疆み巧宮 

け盘手松最【二画一一工大朝おが 
巧 U 01 3019204 Go 

〇…前半は：両者共にカットインプ 

レーやポスト プ レ] で 戦い、 を 巧 

の争いになった。大みはややラッ 

牛—な面があり点リードして前ホ 

を鞭えた。 

读半に入ると大分めディフ L ン 
KQ フットワ I クがさえ、巧三バ 
スみットからの述攻ボきまり、載 
いづいた。 

一方氷揖は、ディ7ぶンスに沉 
気がなく、攻守にアンバーブンスに 
なっていた。 香巧) 

修道、逆転負け 

1— 共 new 1だ旨？ 


























[權逝]得 
か西日 


15(1 ) PT (0) M 


0009122 I 
烏が带玉酉川祗 
和 

中中秘視木に成 


K 

G 


寶 .3) 


討村.藤野村川刮ぶ井旧本 

^津控星寺社巧山丽撰柏 


進 一道の ゲ—ム顆關とな「た。 

両チ ー ム业 ハに ダブルボストから 
の 展關で加点しわ。横 半に 人って 
も同祿 の嚴调で、シ]ソ]ゲ]ム 
のま ま 残り 5 かをむかえを。残り 
リーかお H 河本◎サイドシュ t 卜が 
がり、焉エめ騰利とみ.^-れたが、 
强り即秒にぶかは PT を 得で、柯 
点延長に もつれ込んだ。 

延長戦前 平 ポスト，サイドで 1 
姑 1とし. にが、後半 2 分過ぎ、巧 
下| •報ーモのホ.イド'ソュ [ 卜が.波り 
を村ェボにげ呈った。 (中所】 

決め手欠いた化な学院 
中ぶ^ 及が 化蜜属 


择〇〇日〇 I 2 2 1〇 〇 〇 り - U 

K が謡醇が W おぶ井の 木 
邮南 盛 
邮评枯 巧 巧ム巧拽が 


K 

G 




撰 J 

d 口片巧木山山中井み扯光 
が 、野^、感蛹適 
W 如山廣ぶかド巧おをがを" 

得。〇 U K 2 〇つ一り〇。' 日〇 _訂 

ひ；試を辨始お抄此巧が速をで垢 
取点をあぜるが、みぶ神は4か、 
G みな秒 ■ 7 み平と 3 点述取し、 
皿転した。その截此花は速玻やホ 
ィドから-の或撃をしかけるが、中 
大附 G Kg 好守に疆まお、 7 対 4 
で丽学を終えた。 

後辛に入っても2番のロンダを 
卞体にセットで着々加ぶずる中大 


男子決勝•中大が X お国ェ戟。シュートを祖う疫巧巧) 


k 



三兰こた一 

ミこ PIV . 


邮にがし、化巧はあせりが出て、 
最懷までべ]ス•かづかめず、意冲 
な大差で終了した。がめ丰の巧が 
の差がおわゲームであった。 

(ぉ宮〕 

中大巧、前半の優位巧れず 

坏決職 

岩国 T ’ 巧ぶ巾大搁 

得00551020 U 100 Iy 
d □片坂末山田を井井を光 
け 野 藤骗藤 
忡山ん長大ルドのおをがが 

fl-y - /..It. L - > 

K p T 

G F IP 

^;;^ぶ巧西本が革の水巧阔おお 

^5秘语曠河中旗厳清中村大お 

^001702140000 

〇…前半中大附は、長诞、太木の 

両ロンダシユ]夕 T が家快なシユ 

[卜 をが&れば、ポストで山中が 

巧いフユィントからシユ]卜を決 

めるなど，バランス理い破.摩で担 

国丄を巧姻した。一ぶな輔は- 

邮の一缀 S 御をなかなか破れず、 

巧本撰ホの.巧擢でかろぅじて前乎 

を日対 R とした。 

前ザ巧し站.棘に試をを進曲でい 

た $附だが、 截半に 入る と 一を 

してしまった。 

截半早々お国はが學に転じた。 
清水■河本が辿補得点し、一気に 
间ぶとした。その後も.3連攝闻点 
して U 抽自とを転に成巧した。こ 
0間3か、^附も投おが強ぶな 
ンユ ー _ C .1’ ら法，ご-」的、を萄五〇 


GK 摇ぶ . Q 好ずに阻まれ.、稱 点で 
きなかった。 

憤半 W か過ぎ中大附も火木 ■田 
中ら-の曝ぶ で 一廊は同点にするが 
岩国王 洁 ホの靖玻.が太事な所で決 
り、またしでも引き距されで し舌 
った。残り5对で岩尚が巧—；^と 
したところで、お国の.技聖が硝極 
がとなり、再一ニ ブト！ リンダとら- 
れ ていた。 この間ホ大附 は、 i 
に迫いすがり、^11^^としたがあ 
と「歩の雨で タィ A アップとなっ 
でし まった。 (平岡〕 

岩国エ•宵木控監皆の話 地 I 兀 
巧表らしく恥ずかしくない 内容の 
試 <::をと思っていわだけなので、 
とても嬉しい棋殿だ。 

な試なヒーローが巧.ったのでも 
かかるとおり、を員、择でる力を 
を 巧に货禪したのが臟园といえば 
い見る。 

化幡戦は、まず相モ©動きを思 
ることにして いたので 1 が 半、 リ 
] ドを肯 われても 苗わてなか づ た 

中大が - w 上整 苛 霞管の話梗 
黯できると 思って いた巧ですが.： 
啟はず]ム巧の"站断，だけと： 五 
いがれるみを褚って臨んで来た抑 
で残念。 

ゥチの辞殺は、あ-くまで二妆因 
太超を使って0ぶ磬方、お揣戰を 
郁に、 長 献が阵謂を昭しごしまっ 
たのが誤箭だ。 

この 悼しさを、夏-に'叫けたいと 


日一、， ilu!，ra 


〇 …前ホ巧分ほどは植遣商极日番 
况玉と此巧が臨 3 番耐⑩ ロンダシ 
ュ I 卜の也し ゅぅと いった 磕 じの- 
ゲ—ム 霜 M であった。 化巧は雄 引 
なフエィシトプレ ー が多くオフ 立 
ンスプ レー に一考を頭ず る。それ. 
に 引き かえ 慢逝は ブホ ー ゾ—シ3 
ンプ レ.] で」 も戰したが、 攻學が消 
極的で をった。 最设まで 一 点を争 
ぅシ 1 ソ t ゲ I ムで あった a 

(损海〕 

大分電波粘り も案らず 
V 單报膊 

お 国ェ巧 大か尊被 


^ 〇 〇 2 0012107 UO - K 

がぶな岡ぶを 巧 宫燕墙化 田 昔 

け為手秘淸 一 二拥二 H お甜海帥 

帥 墨，讀) 

g 本 田抓ぶ巧ホ山水材岡お城 

恍職攝藤：一中旗喷世中村太是- 

丹〇り3 S む？ 1 3 〇り〇 〇 〇 I 。 

G …立ち上り 1 かおてのザストか 
らのシコ ー トでスタ[卜。その禮 
大かのディフ-ンスがををし、 一 



























よ子決腿.か松帝女 X 神お聞。小が市女は豪快を攻舉 
とす翻いディブュンスで2連横を節った。 
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得 G OU 310 2100 UO 
g 播脇野田本 m 迈がお鳥坂摇 

滯藉蔵踞坦商蛙呼大 

^ 敷 

击髓水巧成ム岡田山得 
则學 林 
邮觸巧お軟拙址巧頓巧堪 
宵.リリ. 3な U 6 UCIOOUO 

りもどすことなく前ザを終えでし 
まった。瓶申に入って.も成 W は轨 
成の ブリ I スロ] か、打のシュ ！ 卜 
などで引き-離したかにぶえたが、 
::一せ • ^^み ■ ^々とたで絲けにん 
陽め速をがかり、 1 点差となった 
n か過ぎに山圆の速攻チャンスが 
化れ、同ぶかと 摄 われたが、凤川 
GK のが守に阻まれ追いつけなか 
つた。後半は吏にみごたえおる试 


么口となつた。 


苦賣 


大曲桌、ベストフオアへ 

可毕々が端 


巿辄芋园 

(鬚} 


n 515 


1 酷)山 


娜利华巧 


轄 m 西 山西 田 巧が 


陆 


森 


阳大お乂 H 1 栗 诗藤和袖原岡 

— —皆.！ 


帥 


1 

1 


进が口械垣野井を扭校原 E 

饰木野す辄觀坪おお今 田 お 
招0060013100^0 

〇:-立をあが b 、 スビ]ドのある' 

動きとパスリ！クで3点を先取し 

を祗山のベ]スで短ま「たが、ホ 

邮3番ち报のシュ I - からおいあ- 


女 


で 


一 >1凹職 (2 試合) 
、日 —— 2 
尸 4 1 4 


和み太附 
国桐む 

罕姜 


爾時おお 
柄(愛超〕 


辑〇 〇 1 2 1 〇 2 〇円む〇 U 
® 易崎尾がム橋本澗廳原崎を 

g おお お担补描岡 Ef お柳地摇 

/1 . L 

K 


某知) 


〇 

C 


阻转歸山ル 奥み端か货 fi ： 巫 

捂〇 23 丄 220け000 
〇:， 立を上りょ む 岡 子！ムおシュ 
—卜が 荒く、、；スが多かぅたが、 
爵脉をは 脚 九と 多 おな攻擊で新々 
とおを 上げで いった。 I お新阮鸦 
は爾きの帮をが思られ、バスリ] 
ずのジンビがとれず、キザゾす、、、 
K が R 立づた" 

槪卡になり、新居浜も堅さがと 

れ、励.きも段くなな、コンピネ { 

シ岂ソもとれで章たが r もぅ-がし 

巧々进みがほし.か「た。尚府ムロは 

3番 •日骄を中、4に早ぃな擧で好 

点を竜ねていった。脚九レ」シユ] 

トヵ の，岩であった。 (赋原) 

凤^毕院 9;"日|2で ん溫み>^ 
(兵 唐) 9^^414; r (に聲 

〇…がを 開睹宣後、 リ K ムのかみ 
かわない 山廣 も-子のパスミス •キ 
ザ ツ子：、 K に乘 じ、 夙川は 5 番社 
成のロンダシ ュ t 卜すで着々と加 
点す る。 A 嚴 は、全くり‘スムをと 


がられ、 4—4 で邮半を薛えた。 

借半巧邮の-先玫语点から丽始さ 
れ、両于 t ム待もを生かし I 醫一 
ホをつづけ延お觸になった。 

症居に入ると 皆山 G 番ホ西の故 
障から-徳山のべ 1 K が 見れ、 荒い 
シュ I 卜が多くなり、そこをホ邮 
が邁或にむずがつけを破な を かを 
とった。 { か山】 
ホ秘ホホリ、_.。— 4 一 G .. 聞本迎化 

君川) V 4-2 J 6 轟至 

〇…両 チ！ムとも 早い 1じで， ぶ 
ち上りわら-がゲ I ムが据..酣された 
か楷がリー点を り—ドしてやや 哲利 
に試合を遇めたが、銷ぶものか溫 
ぎ问点に追いつき，造一进の玻 防 
が綻いた。 

I 点ドして親半を迎えたか 
がは禪本の-别しい当りにぺ一 K を 
つかめ.なかったが、 S . おのがリ3 
ドと好シ-一 T 卜で堪々と础点し、 
ぶ造を苗げてい「た。龍ぶに增し 
まれるのは、度い形になりながら 
シ^ 1 卜にやや蕾ホ忧がな.か.っゎ 
ことである。 (ホ， 蔣) 


m ? を 


でんミスが 目立ったが、8み* S 
かと大 化が得点し、 W か過ぎにも 
太讯の蒂の隔井が3点目を人れ、 
前半 リ] ドで終了した。 

横平に入り、词脑厶日り か 過ぎに 
2ペナルティを含む3連磕得点で 
逆 恥し、 リ—ドを ぅばった。その 
槪はシ 1トミ.スも多く、「進 I 
退の 試合 雁謂と なつち 

結局大曲農髙の前 平 1点りード 
を罔おムロ. がはわかえ せず、丈曲め 
贼利 となった。 


巧 i 及"。}" 


上 雄 
(化擁舅 


偶 U 〇 U 3 U 3 〇 U 〇り U I 扫 
制罔 出蜡晃尚部我 旧 巾原橋 
进 お m 

U 三 戚津吉 ホロ 河加商 田 福商 
^ ^ FI 專 sn " 一 


•百 言、 


固府ムロ 


母9け： r : 010円 UOO 

則 野 由 木崎 W 睛昭が 林水岡 -) 

吗ぉ垂精山ル與小嘟ホ清が 

^ , ¥ 1 驶 

g 木蜡.本 川 勝梢寶廳をル井藤. 
f 々橋廊谓 i 
け綠をおな岡が商進をを閱武 
み 0- 〇 U 〇 U U 3 3 〇 〇 3 〇 

0 …丽テ t ムともややな 掌が お挪 


T 

P 

ク 


J 本聴水‘野成山岡旧山钻 

&跑冉を，牧秋化ホ廣哉 塩-‘ 

得〇 。 4 3 L 4 2 〇 〇 2 〇 〇 I S 

む.； ま ■攻 •ずともに 裙域の差が 
あ.り、上懸に戦ぅ気力さえ 磕 じら 
れないはど规化が I お的に 攻めを 
くった。風川は秋成を中、むに、 九 
水 竿ら が惡おに特点を 重れて いっ 

ち 

I ぶ 上 禪は夙 川の防御 ラィンを 
班破できずに 前半 丽浮 点と. なって 
しまった。截ザに入り 上 破は、 阿 
部の 巧蹈 などで 目. 点を混したが、 
照敗を走をまでに ほ 到らな如った 
上稱間の今後财を おを拙 待した 
い f 戰であづた。 (中が〕 
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うちのエース、背番号 50 

基本に,也菜な进キほど、臨概応変に韋ぉ 
ける{>のです。远本お貼 二 麽れたメヵが 
フォー メー シ a ンを組ムだ、ビタターの 
カラカセ日ひ。<妊る•がく•姑がを一をで 
やってのける マルチプレーヤー。 カラ^ 

になった1接がよメカです。 



11 カラーテレビ うシオ•カセッター 

がぶ^ 

CX - B 0 «ホ a み17 0,日0 

<7ンテホ‘ェ事»巧： 



fl ビ タタ ー h のよ M い 任わ®'カタロダ a ホ Iif 〒】 の]*百が干け 田 国:な6*阳 弓- 2- jt 田 山 ピル 日本 ビタ？ 一 {お） イ >ブ*- ィ— ショ^.セ。* _ I^VSctoff JVC 1 

巧 [L お U ’& BD - 月1&0、 なたが M 巧1■たもの 1 1 巧 At . L てちしじが どのけ か IS ' >の I ; 古上 i IfM まに g 瓶で 巧巧で さま 甘ん， 己>どごれ 


夙 川の健闘 およばず 
一 > 準み胁 

ホ 砸学岡 日 乂曲唐業 

^ 00002001001^2 - 9 
邮木典木 W 棉—驅をル井酷-; 
城鹿々 0 蜡離 - 1 
ZS 舞を怯 姑蔚を高 通 垃巧照 哉 


K 

G 


賽•綱 I ) 


み松耍迎 n 


of 夙 W は H ! ス5甫秋成の活隨 
で前半 9IG と 3 なリ I ドして穫 
半に入った。しかし腊るか松は遍 
玻とミドルで残り2分に巧ぶとし 
で延長戦にもち込んだ。带1延糕 
では师チ—ム I 立がの岡いで2点づ 
つ得ぶし、第2延長となった。 


#00300 n -000010 
W 本谣化辭成山岡 旧 山お 
が 辜 が 
じ pi 弃节も故化巧度茂塩 

P 审■島 一 

巳專中所」 


< ;、 V 

則 


T 

F 


6 

J 

4 


T 

P 


g ! 村 口お巧-野せ をの 杖 破 巧 

E 木 野 寺 稀' 装 坪岩財今叫 巧_ 

得00一。 4 U 421000〇 

ひ！ 丽 半ホ邮 は、 もたついた 話を 
県開でむりな シュ [ トボ多く、 を 
の 力を ぶ だしきらないまま 終了 
する。 一方 太 曲は シュ！卜乾碑喃 
りボ遇く、 ぶ哪に 走られはした.ボ 
ゴ—ルキ—パー鈴木の好な と. 化が 
照ホのがプレ ー で、 ょ. く ホ邮につ 
いていった。 

戳半に人ってかを 巿嘟 は、济着 

いたコンビネ^ ^ シゴンプレ^ ^ を 觀 

り もどし、 着々 と 加点した。 S か 

遜ぎ からは大がをつきはなし、滕 

質を 決めた。 蚕 


对 E 由山巧田 m 褚祐由端木 

U ちホ古取高村藤酷ぶ川高_ 

得り U 1 U 1 〇 2 1 む白〇自 I ぶ 

菊2硬長に入るとか槛は腿力の 
差を 祖 せつげ.お次ぎ早に得点し、 
逝お腺ちを納めた。 

小楷か告員のブレ I に対し、阮 
川は秋成に损り强ぎた磕があった 
(撮】 

ホ邮の反撃遅し 
巧が踢 

ホ松ホち4/化15で I ホ顿旱閔 
J 川；一ふ 4 f 7 Y 〔愛知) 

2 


C 石： 

#00 5 9 - 

g が U 沢垣野ホ佐の校蜡西 

1.，森 


C 

T 

P 


が 川 学院 


E 木野 寺 稲®坪岩村今則あ. 

^ 科？ 种脯 }. 

站巧山の 田 W 瑶祐 m 端木 

。吉$机 高 聽囉太川間 - 

ホ松 S 带太出ボ、立ち上り2 P 
T を食お4迎髓点を瑕った.。一ち 
ホ邮はみ輕を必頭な上に意識しす 
ぎたがか、やや全体に潭きがみら 
れ、シ卜に今一つ咸丸が感じ 
をれない。またずつてもコンビネ 
I シ 3 ンの乱れが目立っていた。 

しかしをホに人るとが啡め硬さ 
も ほぐれ、 2 帮寺がのがプ レ！で 


7 か 過ぎに 2 屈差に過いついた。 
じかには PT を.取り、 1 点差に造 
いつくをャンスがをったが， これ 
をか松の G 狂ち 山のがずに阻まれ 

を。 

搪婦この 一 点がい Q ちとりとな 
り、露ホ松の y — ドで师し扭ち- 
れて しまうた。 

厨終的には、2喊蕉となったが 
どちら，。 チ]ム .にも腺たせたいが 
ゲ！ムだった。 妻 
か松ホ女•皆口徑青舊幫の話 
I 卑ホの多い.チ ー ムをので、ど 
うかと化っでいたが、肝ふのとこ 
ろで、 r 年击ボが顆しでくれた。 
猜しい段脈でず。 

若い チ] ムなので、今後も裸增 
を程んで、先辈にまけぬ主ろ-な 立 

恥な成梭をあがるように努ぶした 

\ 〇 
f 

ホ邮学園-ホお高租監督の話 
ここまで来たからには賦もおか 
呼たが、勝良どころでの i 义が痛 
かった。それも 、 P T や/ — マ ー ー 
夕なかりだった巧ですから…。 

殺半に逍いあがぉ攻攀ぶを、お 
おから. 巧して いればとおやまれま 
す。 

滿ぉ実業、を短大がが蕾加 
台靖の『中正杯」大会 

ムロ掩廊会による班の 国 路诘ホ年 
卜 I 中 xy 卜 「中正杯」大会が4 
月 W 日から wn ま' で、台此巧の ホ 


な阵をホ营 銀で むわれ、円本加ら 
巧‘捕和类業學周高(埼玉>、み- 
お短大村お(爱却)が、プライバー 
^ なたち 場で最 .加した。 

同大当には、 男于に、地元 ムロ两 
の华独于 I ムのなか'ホンコン、フ 
きンス、サウジアラビ T 、 禅閨、 
A 十はムロ濟お城か、 匹 ドイツ、 イ 
タリテ韓區から 子— ムが送をれ て 
来でいわ。 

現 は、毒加 8チ E ムを 4 ホー 
ムづつ 3 組に巧け予遇リ I ダ、各 
理同化者で 順 極を责い、强和莫龙 
を吗寄ぶ3.立となった。 

み て は、 晏加 6 乎 I ムの换版リ 
f ダでを帰太け高な5输だクた。 

なわ、度腥は巧すが留光、ふ 子 
がお椒のム ロ 掏藝- 
ブ 里子の記絲(閲隅が} 
t > 予選リーダ A 凰 
哲化(お) 糾 满お妻藥高 
——化 国巢負 

础和実業商如^^ — 7ホンコン 連な 
|>3 ■ 4 位おを鸭. 

袖和実ぶ 17 ] 1 ;,一^ 

窩 互 nt 3 j . 

で ホでの 記韓.(顆 係な」 

一> 決瞒リ ー •夕 

お收(を) 化^ ^巧ちお太付商 
自强(な) じ ^^ W ち短大付商 
韩 闻ジユ ニで如 I 日 あ頼ぶ 甘‘ 商 
イタリァ U —■目省短太が 高 
を 短太げ高 slIy 西ドイツ 
(化)イタリア、西ドイツのホ ー 
ムタはぶ明 


サウジで 
ラビ T ， 

rilK 
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巧術ボ信頼をまえる 


きょうの反省を、あすの練習に、試 
をに 結びつける，*… •スポーツマン 
にとって、大切かむがまえです。常 
により高度をほ術をめざしてチャレ 
ンジする——それはブラザ'3が巨ざ 


しているものと一致します。妓術が 
チームタートの信頼を支えるよラに、 
おをさまの信精にがえるのは、髙 
度を巧術に定えられた品脅かに 
をレ、のですから -0 



/ Ife ブラザーエ巧ホ式を化 
W ブラザーミシン巧兄ホまをが 
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ミシンから… 

エレクトロニクスまで 


エ巣巧ミシン•富庭用ミシン，覃子機器 
箱な • 家庭智気製な • 强敦附常おお 




□ 喊圭お:ち社 


営巧本なホを巧巧を区巧 ft 巧巧巧 
R 担の(做)做 I はれち） 


一け一 


全日本女モ、中園と1勝1敗 

男子は中国、まドイツを 転戦 

日本ハ ンドボ^ル巧の盛シ IK ンは、巧ホオショナルチームの解化遗征で幕をあけた。 

まず、モスタワ •ホ リンビックを 口 帝す巧子，てシ 3ナル チ I ムは 4 巧 1 U から 盛 ドイツへ遠征、 モス 
タリで金メダル 鴨 捕にあげられている 巧 国ナシ S ナル. とを 試合めほか、 全国り！ダのトッブ子 I ムと 3 
試な を 巧った。 

昨冬のオリンピックアジアず運城觀 "棄戟から歳まかっていたを U 本 萬 子はを撃力こを棠 F イツ聲と 
ほぼぶ巧にわたむおったが、守術面でぶの塞を 推せ 夕げられを述股。 

則尝つづき、じ曰かを中国へ帖戦、：！；年ぶり巧 「 U ま 父流」棍活として、同国のトヴプホ I ムと日試 
合を巧ない、5驟 1 敗の.成稿をおさめた。 

一方、新ゾンバ I に叫り輕えた女子ホシコ-ナルチームは、2 H から初班中巧遗征を巧ない'ぃ戰、中国 
ナシ 3 ナルとの 斟城は一祕1般に拖「たが，若きを票して通黃成賴 は 1 雖 1 が 4 敗と.震だぅた。 

初壁端の巾国は、火型選手が憑れたジャンプカを備.え、ない时際综驗にもかかわら-ず、かなり Q レ.ベ 
ルに.， ある ことを-かした。 

この交流で、口ぶホ子の前には韓国につづ$區が立をはだかることも粗尝らかとをり' 二年後の祖 
が谨手植((ンザり！。へ向かっ V 、多雞な摇化となった。 

なお、 里ぶ両 チ！ふはを村して班 日 ダ、些あかも-太販国際を健へ眷いた。 リ詳爾か号 

の上3、基藤輕、ホ摇各リ 


報 

速 


ホ 子 



V 蒂1賴 (4 巧2 日* ロストック') 

SC •卫 6/ u !34 「 お 
ムポ—ル ぶ」 2 n 井 

夕 

y 第：^观 (3 n - ボッダム」 

束 ドィッの f ' 孔日 ぶ 

一:口ぶ 選ホの 得点： j 蒲生7、 池 
の 上. G 、 大原 4、 津川2、禪璃 1 
v 第 3 戟 (4 H •プレムニ？ツ ') 

素 ドイツ 如5 本 
百 本淫 ホの得ぶ〕 浦 お-^、. 地 


ま 致 1、 

|>萊4 戦を日•マ ダデブルダ) 

结 ‘TU の (gN 著。ホ 

V 第 5 贼 (7 n ' 7 ランタ フルト】 

5 班；益 u )3 日 ホ 

ル' ツ • ？ 

ブ第 3巧： 11本， 中 巧 交流 
|>報1戰リぶ征第6戰〔^^日.化 
京) 

お 0/ W 1 W 一 7人民闽放 
P 才 3 而 17 て軍 「< 月 
I 曰」 ク 


£>が3戰 (お 自 •化京 J 

。本蓋！：雙のか蜜ぉ 

!> 第 3 截品日*安叛煙かず或場) 
日本里娜 Ngs 敝徽— 
可 第 J 峭 〈巧 R ■安 微捏化 ホ球場〕 
H 本里仙 U 妙^で津遇ぉ 
t > 巧身賊(加日-上お) 

U 本如(巧携)？3上海遽抜 
▽雖 6 戰リ适 征蟲終 職 (の：：！！， 上 

雙 

畫远ぉ及げ嫂^!!: 本 


中国、奔れたを學力示ず 

▼赏日ぶ•中国 
を流 

V 第1戦 (4 おじ口，を恐 
ホ尚な巧 U て H 本 
〔呂本逸手ぬ得点。島田日、西 
3、呆原4 

▽第2戦(5円-化揖> 

禁遇ぉ里遞 NS て y ホ 
V 黃 3 戟{一! 30， 最徴堡外手强場〕 
1.— 谣 2( n パ ) S H 本 
带第 4 觸 ( ny ， 安 蛾屋外ま础堤) 

。 本品 U ぶ中国 
r . u 右選ホの..得点。島巧6、山 
が 日、 西2、 姫 野、 が顧、氷上各1 
1>巧3戦(如 日*上海〕 

上海選.おぶ wum )2 R 本 
0 帶6戦 H 玻終戦(の日•止海〕 
日 本 2( n )2 天津遇鼓 
引き.かけ 

巧感おホ团居 ( n 本稲ぶ埋亨) 
の話染ドィツお-をょ ぅど 国巧 
シ.—ズン が最啸期、コンデ ィシ 3 
ン 上々 なのに がし、 八 主口本は アジ 
ア ず遗授、し ぶ り. のゲ ー みと. あ 
っで、この 調整の造ボスコ 了に 山 
てしまった 0 

中銷ホ子は 体山に 患まれ、锦尚 
とともに、巨本にとって大きな壁 
となり そぅだ 刀 
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"まごころのおつ送あい"が 
ホムたちのモツ I -一です 




あなたの銀巧 


化國銀巧 


•本を石川県金沢ホ下堤町♦庙舗石川*富山•福井•衆京•大駭•お古屋•京都’1赃か棋 



雷災ならゴルファーを守る大崎の FY ケージ 


身[なゴルフおホ® 


FV£F 


いま、安全なゴルフ巧作りが V 
社を的な二ーズを呼んでいます〇 

おしブレー巧に雷[こ妄った5、せっか<のナイス 
ショットも、命ザけて逃げなければなりません。 

そ知な時、安全な待避小屋が儲えてあれば V あな 
た03んフ場は完璧です。 

落罰ま、時、場所、人を震びません。安全な持避り喔 
一大崎の F Y クージを適所に設置して中!こ入れ掠、 
雷災方を完全に保護されます。 

您大崎霉煮工業棘が會社 

本な東京都品川区東ぷ反巧二 T 目二をセ号 
巧 ( 03 ) 443 - 7171 (大巧表）テ 141 


SJ 


陆雷シェルター 

エ華巧を睡出 gg 中 
持 I 午な件 
実苗をお4か 
赛匠5件 
裔模 I か 
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I 渡辺、荒川兩氏が理事に -^ 

〜萬3回 A 田 F 搬を〜 

- 報告•大邸金 一 

。：〇 本 協会常藉靴辜〕. 

な 理事の巧選 T ジ T ハンドボ I 


ル述盟 ( AHF ) が設立されたの 
化一 化と お ホ I 巧で宅る。 今回の 
憾会は、創な給をもを抽て一1回目 
であり、ちる i ： 月 I 二日波び Pll 
口を湛で開谐された。 

日本からは、荒 W 预事おと粒が 
出席した R 

今回の蓝耍謗强は、四年伟期の 
理事の战 選で お-る。日本 陆尝 から 
は、常骑理を金、 全国 聞事鱼、巧 
扇貞をの議诀にょむ、 荒 川理事長 
を AHFQ 理事 做補として、害兩 
にょり、予めをえておいわ。 

徙来目本隨皂 .は、 同じ 聞 隙ハン 
K ボ ール通盟 〔 IHF ) の加摇爵 
だったせ湾と來加湿 尚のか留 との 
阴懦から、 •巧国、 化袖排 、中東 詰 
国でかった AHF にがして峽が観 
する立墙を とってき わ。 IHF も 
马 がは AHF を 福 極 的に 語めない 
CAHF ⑩尝 長に いわせると AH 
护を つぶしにかかった-化場をと 
っでいたが、やがてこれを謁めざ 
るを得ない情を になり、当時 IH 
F の T ジ T 抵当 理责 だった破ぶ 巧 
奠おが A H F の逊 靠を带 わること 
忆なった。 


苦のょうな 飛 化に 财成して、 0 
本城会は 、 A HF 創立鞭み力ぉ摧 
って AHf に 加盟し、第一 凹 アジ 
ア遠宁植大会 〔クゥょ—卜) 忙杉 
盈ホ岡を 派 遭 L 廣 勝した。 

R ぶ 協 金が了ジアの 中で穂枢的 
な壑勢をとりだした. 沿は、 巾 困が 
昨年" 〇冯 ホ リン ピ ッタ委 ち 
会 〔 IOC ) に辖婦 し、中树 ハン 
ドボ I ル も間 年一-巧 玉片 F に 版 
加强を 認められてわをである。 

簿二 凹のアジ T 遗手 播大な 〔毋 
で-南苗に语掛 し、 そのをとす 
ぐお稱 におけるモスクワオリン ピ 
リク • アジアで運に^1^し、その 
直後に日本で肢加盟の中国と アジ 
T 化表決. 拒 戰を巧をわざるを语を 
いという、 现 をめアジアにお.ける 
ハン ドボ] ル 槪蒂の不な逊を おす 
という 必巢 論のほかに，歴史的に 
長い結びつきを もっている 中尚と 
相搜えて、 これからめアジ 了地区 
の ハン ドボ E ルの 技術氷谭をヨ i 
ロッパ並みに 高め、了 ジア 全域に 
八ソ ドボ I ルを普及する' という化 
命 慰が、 U 本做会関摇 若の中に、 
中国の I H F お 加盟を巧槪として 
芽ホえてきた。 


班に今回の絹をにおける專巧理 
事の報をでも、 AHF めお措とし 
では、が I _回アジア遵手棉太禁の 
開能扮外巧 j つなく、このえ会も 
中国の おぶで 開催 きれおものでお 
るが餐加词は五为国に過ぎなかっ 
た。今山ィンド、ィラクなどかを 
提黑されたよな-に、 T ジア驰白の. 
レフ-り一謡習遁、トレ！ ホ！. 
「1— ホ謂背普な ど、 了ジ了の技術 
水毕の . M 上とハンドボ ー ルの普及 
のための脯眾が域も萄まれている 
のでをる。 K ポ I ッ团がに，あり-が 
ちなを 昔 職 的な酷員 だけでは巧も 
できない。今圆の講'遇にもなった 
A H F 码社敕的 直 盤0ぜぃ弱姓-を 
もちろん原因していると思うが、 
根本は 狸事の-意識の 間 題であろう 

日本 協舎が A H F 理事として篇 
山日本 靖会邱 事 おを泄せんしたの 
は、 お 的ような認諫のさえに立っ 
てがことでをる。 IHF への AH 
打け表の擦補にも推せんして皂る 
が、第一歩は光ずアジ T の胜場を 
岡め る ことで あ-る。 今回め磁会の 
前！！； にも A H F なおに会ってをの 
ような事情を 詰 明した。渡辺靖，美 
氏が迎事 として 留巧したいといさ 
意向をもっていることは、.公式に 
は.このとき初 他て きいた。. 

AnF の喊約では、郎事巧の惯 
補は 原が として 姑盟菌揣尝ゆ推せ 
んに上ることになっているが、玻 
職め 理事 等は、 望めば 摇会 0 あ 詔 
の もとに 立候補で きる ことにを つ 


ている。 

結强的にほ、 U 本人が理事穎袖 
として二人立つことになるが、わ 
れわれは、あくまでち日ぶ 廊 含の 
荒 川 帖補骗せんの释過だけをを長 
に骑巧し、舎区もそ©間の事情を 
十分/邮した。常に 理 ちなにおけ 
る常伟耻辜お化の理事定数増昌巢 
は、るのよぅな ち 情もあ-っで止む 
をく とられたものでをろぅ。 

1 HF 派遣理事采まをず 

裤な蟲彼の惠理は、常任弛 事姑 
外み邱卓のお数を W あから六を に 
增呂すを掘約 耽 正と理事の法•迟で 
あった。 

結風，遅をは、日ぶ人二人(洒 
边巧荒 W 里の他に香港 1 ィラ 

夕 、却 夕— ル、 バレス チ十が怖‘請 
ホで当遇した。 会長 (クゥ^ 1 卜) 
第*副な長 U 1 レ ー ソ) 、第二副 
舎 長(中国：}、 靑お碑事〔パキスタ 
ン)、なが爾 事は そのまま®巧。 

でをでは、 IHf へむ AHF 巧 
装を拓足することになっでいたが 
そむあをまでにはいたらなかった 

今や、了ジアでは'男子は中国 
Q . 猛追によって 1日本 も史 閑とは 
しでいられない。 を 国と趙いない 
ながら ョ — ロッパにぶいつく、こ 
れが U 本が立たされている 益が で 
ある。鬥ぶ補な時、.來 f 巧事業 
として，み箇と 3 — ロ ダパ-一、一二 
み闹を加えた1シャパンカップ」 
を計画しているが、ず摧アジア 遇 
ホ 倩大会やす リン ビッグ、世界 運 


車贿 T ジアで選など H 本が截極的 
に測きかけることも必要でをる。 
趙来日本は、 IHF おょびや AH 
F とのパイプは、実質上は「つも 
なかった。これを努撒に、巨本の. 
アジアでの南動を即始すべ去」であ 
り、アジア各岗もをれを 期 持して 
いる。 

〇 萬 一二 回 アジア 選手插二甲 彼に 
予をされる同大会は、イラクがホ 
K 卜圃を申し あ、 原譜きれた。 

アジア競は太造も一九，八 I 一年に 
インドで開かわるが、この種目の 
中にハンドボ—ル琉技が A るか ど 
ぅかは、.承たる扣月 二と、- 1 AR 
に闻かれるアジ了競な遠盤 (AG 
F ) の実け華巨会で決められるが 
インド巧表の-報をでは、をのぶ虚 
しは昭いといさことだった。 

なお决间 AH 打紹会に •了ジア 
ぶ卓の階インドのデリ—で獨かれ 
ること.になつ た。 


西ドイツ、せ巧選手権返上も 

ョ— ロッバむ消息鶴がおえると 
ころでは、西ドイツハンドボ ー ル 

協を 〔 OHB ) は、西ドイツ， ホ 
リンビツタ姜 ( WGOC 。 が、 モ 
スタリ不参加をがめた場合、 辆後 
年に 予定される. 興の回 世界 巧モ逼 
手懼の開懼を返上ずるかちしれな 

、 E 

■レ 

これは.、モスタワを，產植 ".す 
ると西ドイツは、 C ダル ー ブ 落ち 
がホ想されるかもでをる。 


— 1日一 
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’80年巧、再びシビックヵ、ら始まります。7年の歳月を刻み、世:界89力国200でもの実 
賴をたずさえて、シビッタはぃま飛躍的な変貌をいなした。’80年 f たじ世界が求める車 
t は何か。「実質」 i ： 「感性」の両面から、これを微底して追求した結果、をのシビックを 
遙かに溃ぃだ見事にな質の串が誕化したのです。■リッター视 m げ遇評 If . 端 巧が巧 泣) 28 km 
(離2器離 f 说 r ぉ e ~ st ) の 低燃費 J 騷濟距を高めながら、 スポーツ ホ-を想わせる強烈な 
動力性能。■スリムなボデが驚くほど広ぃ室内。■高級車なみの静けさ t 烏ぃタオリ 
ティ。■しかもこれらを徙来同極の低佈格で実現したこと。先遁の思想をしっかりと受 
け離ぎ/が 3' も、巧び f 皆 f たを画する素晴らしぃ半に生まれ喪わったのです。車づけに新 

しぃ Si をつくる ニ ユートレンドず^ スーパー* シビむク。ぃま化界の術へ。; H ! 雜組驟叫 

先んじる思祇 こユー トレンドカ- 


cmc 


を哥甚觀誌譯蟲驗離盧銷庶霉 


ムリな法にはやめてポソ y ンを太田に。 
シートベルトを稀めましパ。 

HONDA 。 


—1 ■ち ■ — 





































プレス-ルーム <24> 


小山敏昭 

- 一 C 共同遮信を迦廊部:)一 


■ジリ實、日本のボールゲーム 

韓国ホ子< ンドボールチームが 
モスクワ •ホ リンピッタ代隶權を 
毀神した。ム〔裡 でむ われた了ジア 
地区け我決定戦で n ぶ、 を蹲を下 
し、 コンゴ‘ブぅポビル.で巧われ 
を二大陸干選でもコンゴ、米尉を 
破つ で初のホリン.ビック代署擺を 
得ぉ。 

モントけ ホ t ルに結いて 連 儘お 
頭を 同棺 した y 本にとっでは残な‘ 
だが、アジア g 一臣が他の大陣巧 
麦を下して 連結 巧ぃ i をちのにし 
をことには、拍ホを愚ら ね 巧なる 
まい。まだ 世韓は 尚すリンビック 
0ボィコット驗ぎで操れ動いてい 
るが、 モスク ヴで釋 国が がが簡を 
残す ことを 期 称したい。 

ところで話題を 日本に馬をぅ。 
ず 回の モス. タワ•オ ロン ビッタに 
は U 本はボール殆找では モン トリ 
才 1 ルで金メダルを取ったみ于バ 
レ..— ボ E ルとアジ了を 運に 揣，つた 
お.子ハンドボ ー ルが參加するだけ 
だ。(バスケットボ[ル ホモは 丑 
ぶに プルガリアで卞湿が あり、 あ 
球もま だ予谴が 撰っている)、ミ 
ユンヘン■ホ リン ピックで金户沪 
ルを吸った 巧. 子バレ I ボ！ルをは 
じめ巧 干 バスケット ボ！ ル、 ホ"/ 
ホ ー は于 還で 敝 退し、 ホッケ t も 
過ちの成镇ボ 湿かった ことから出 
場植 はない。どうしてこう y 本の 
ボ—ル 競故が じり巧になって しま 
つたのだるう。 


み 国 おとのが術の蓋、体力 汹產 
いなどいろいろ學けられるが、ひ 
とつの要因に 還ず たちが日の丸を 
つげお目棄恭宁 1 ムおという 意 
歲がかなくな.って皇たことがある 
のではないだろうか, 

いま(ンドボール界でも鸭規太 
学 遇抜や、を B 本 ジュニ了などが 
海外遥祁にホかけ.ている。 1- 十お 
年前だったら海外へ巧くことすを 
太寒で、ましてずリのおをつけと 
全 ZI 本と もなると 国を け表してき 
たという意谦が強かった。『外国 

巧けたピけでち化兼だったし、 
少しでも日の丸め力をみ巧てやろ 
うと觀忠満々だった心と與子チー 
ムの阿胖監督が昔を振り返って 請 
していた。 

少ショホル チ— ムだとい う盧識 
をどうやってもたせるか—。今後 
ハンドボ]ルにをっては大きな離 
狸 だが、 がじ 離骗を予選で服れた 
サッみ]やバスケットボ ー ルなど 
でも掉'っていた。 

サッみ t が T ジアモ遇に贴.れ、 
をの隨国 報吿 舎が 過 y を「たと尝 
あまりに 指 尊をがを日本という意 
戲のなき、やる気のなきを嘴いて 
いたので IT い「をのことを日本を 
しばらく席 止しで おどうか。をう 
すれば を：！！ 本を 作ろうと思って本 
当にやる気の去る 運 ホがおのずと 
靠 まつでくる Q ではないかいどた 
ずねたことがあった。『ちょっと 
極擺な费 言す ぎた な』 とずはお销 


している が、 たぶんハ \ ドボ！ル 
で fe 同じような報を会がをったら 
同じような指導哥たをの"弱蔚" 

が 山て きたに途 いない。 

を誦な 閒がとい うよりリ本 を ホに 
とってこの間幽はホ寇 した 課. 遇と 
をることは目にみえて' いる。 お協 
は大学 強化のわ曲に _ 品鹿®廣』 
という 西ドィツ 切 隙做とは. いえ 1 
ユニー タな考えおをびち化し、 稱 
ぶ 的を：！！-本の K ポーツ 巧 雄を凹ろ 
弓と している。 

备親 巧が 棒で^を日本の 巧建に 
ザく ホを がたないと、 ロサ ンゼル 
ス ■ホ リンピツタは'ボ t ル琉おの 
化掘は『ゼロ』になっでしまう か 
ぉしれない。 

匯巧からなかゥた「日本チ— ム」 

四 パ 中 おが ことだ。 た寧の’つ 
である外量翻訊にあ たづていると 
お 北 発の AP 電で 「(ンドボ ー ル 
■ 71 ルドヵ ジブ」の 成强が耶 び 
こんできた。 

ハン' ドボ！ルにも 『7 [ルド-刀 
ッブ』 .が翻をした'のか、と 袖. めは 
がっくり したが、 よくよく ザえで 
をれば、そんな話は 協会で ち間い 
たことはないし、 外霉 でち読んだ 
ことはない。 

そして またびっくむしたのが、 
を こに 『 JAPANj . l が 化 場して 
いたことだ。 

R ぶ巧表宁 t ム は、 を f 女と 
も中岗へぶ祀中、なんでを淸にれ 


っているのだろうと思い、 日本協 
舎へ電請を みれてみると、ム当り 

がないという化一二たび、びっ < り 

だ。 

それでは、どこの Japan チ 
! ムが参加しているだろうか、と 
いうことにをったが、残念ながら 
日本 揣会ではなからなかった。 

これでは 原稿の書章ようがなく 
共同通情は、 この AP 電をおさを 
かっち 

後 具 をれも太をが癖る阁.に：-】 
ムロ傳 を 訪れていたのは、 埼玉県 碑 
ある 贵子 闻撫チームと愛が県めあ 
る' ホで 哥模チームとかったが、ど 
ちらち、 目 本協当へ邮屆けだった 
余談になるが、ミュン八ン’ホ 
リン ビックを 詢 にした日本ホッケ 
—巧エツトリ I ミス寧けは、 「本 
の 体軍によるホッケ ー エントリ] 
園，廣 表の中に 「3 ぶ」@々『かな 
かったこ主で，赏巧"されたもの 
だ0 

口 常的にふつと見逃しでしまろ- 
小さな 事柄の 中に も、重 嬰な問 趣 
が 巧在して いることは多い。 

今 凹の 「 Japan 」 ナーム は 

を 湾にいる AP 記者が かん 造い し 
て (了〕、 さも 日本化表チ T ム.のよ 
うに書き、 が韋してきたものと思 
われるが、 舶 外へ 巧く y 本の各 チ 
]ムは、 少くと も規 をの 遗征計画 
菁を化し 忘れないようにしないと 
n 本施 遠も、 我々報道 閱孫も間る 
ことになる。 


一 1 了一 







が名が期待の受講 

今年度レフてリ Ini ス 


栽く廣罪な皆 おお術を 持った レ 
ブ ユリ— を朽成ずる 目的で 抱めら 
れた 「JHA レブエリ Irst ス」 
はず年度、が 4 画を 迎え、 その前 
期が、 3 な端 U から 如 nn まで董お 
辆軒め 日本 体腐で行われた。 

ず凹め受雕を協数 〔前期} はが 
あで、そめ-巧がけは 
学化 けぶ 
教職 县 口が 
なを員 5ぶ 
な務員 4 を 
自営業 I あ 
であった。 

すでに 第 1 回から巧 3间 までが 
あのを裕甚を化している。 

黃 1 凹を化各 W お 
第. 3 凹 <1描ぶ U 名 
第 3 凹 合搭省 ？ち 
で、 今凹は、前.3回をしのぐ4:^^ 
者を晒待したい。 

また、前3回巧合接者めホわら 
すでに A 觀禪葡にも合辟して、 园 
際弹判 貝を目辑 して、 現在 さらに 
技術 研如をつづけ、勢乃を筒んで 

いるレフ ユリ] も、！^おいる。 

壺誰資睛 は、今年庇までは 服ホ 
までの者に ち えられていおが、来 
ザ度 (第5 回)からは、当.利の予 
を どおり、 巧才 までの 者と なり、 


「者く-：」が、锁調されることに 
なっている。 

茜 4:11 ( 前期')。コ JK は、第 
la 〔3パ站 n ■を.) 午前 TO 瞎か 
らの受がにはじま「で、第 3 n C 
如： n , H .} のべ—パーテストまで 
びっしりと 埋 串った謂證 h 実潭な 
どを消化した。 

が 1日は 「接普 刪に関する播槛 
につぃて」が掛媒请ちが 碰験談 を 
まじえて巧ない、つづいて、 「親 
お媪則全般の 肅 お」が、鼻藤、島 
山 両捕则 研究委おにょ「て 巧 われ 
た。 

瓣3 日は.、東. お亟踩ホ宫館とダ 
ラソ ドで、 案 技研握(レ'7正リン 
グ〕がたわれ、そのあと、 番益員 
かを指導ををけた夕 

また、池の受講をは、ダル--プ 
にかかれてダ.ル—ブディ K ヵッシ 
ョンを 行った D 

蒂 3 U は「碟刊に関する强意寧 
項」について 過去の-実例 におづい 
た事項の 講 盛が 岡本審査冒.. の担当 
でむわれ、モスクツオリンピック 
•アジア地区予灌のレ7 て リング 
の祕す 研 膳、 靖 「固から巧を條を 
とのミ！テイン ダ。 ないで前期べ 
1 パ I テストを 卖施しで前迎 一. 一日 
脚め：：！ 程を蒋了した。 


前姻バ ！ パ I テ K 卜間銷は本让_曲 
次口吁に獨载の予をでぉる。 

按期は、 S 占が、 打、 別の ay 
間がずおされている。 

なお、受請再には、各部追睛県 
大会で、 日 試なのレフ ュ リンぶを 
し、 を々靑判 おの評価を受けるこ 
とが裝滞づげられている.。 

このため、： 11-14 祕会贵刊部では 
郁道 蹄 県協を铅剌長に、受稱者の 
挥礙がおがつまれるよぅな威力を 
望んでいる。 

日巧け、け日に rA，B 暮查」 

H ぶ協会審判部では、「晒 和 お 
年’战 A ■ B . 両械 ，斟謁 .帯科 呂」の盡 
盛を、 6 丹 W 、 US . ッー鬥間、瞬 西 
單 生新人视によって巧ぅことをが 
み発表した。 

これは、 過 まの醬査尝が、閔東 
孚生 新人鹏で巧われていた ことに 
対し、關酉 地区でめ要望が鳥くな 
ったためで.ある。 

同新人贼は、京都市の立命端火 
ザ悼育館で巧われ、受験をけ 、 A 
械6ぶ、 旦挪が あ。 

これらの受嚴對播者は、ず溝 1 
ぶの 寄满碟鱼のを t で、專類審 
读で不合焊となった者が、今年も 
多かった。 

き 期の太半は、審判員を帳 
のミスで、化回からは、経験試合 
数と 研修 会量加の印を確吏に龍 判 
貝 手帳に記録して 尊請をむうよう 
を意を昭している。 


全国大会唐判員は制服を 
日本强会雷 判部では、3ま刖か 
も「罰 P . の. 問 遇が話屈となり、 
梭 討され でいたが、今から 全 
国乂会おの 審判 告議 、曲 ■閉を式 
太会々骗で統 I した脈 祟で參脯す 
る ことに おめた。 

この 版 装 0 熙費一式 四方 円は、 
を堪判貝な 担で、 ブレザ fnt 卜 
スラツタスの ほか、 夏巧 半袖シサ 
ツ、ホククイ、 7 ツペンなどとな 
っ V おり、 地が、 三圆商避で製作 


中。 

申しこみは、日本協会で受けつ 
け(所を用紙一でいるが、を申症 
申しこみをしなかった場なは、来 
年度.必ず申しこみを されるよさ、 
章則部では望んでいる。 

蛋■堪馨では、今年度。全 
国大を(高破摇体城陣)の審剌員 
と口本 yE グの靑刊員は、を岛制 
服を着访して、大会に参加するよ 
う墙判会慕で決をきれている、と 
発器している。) 


日本リ I ヴ m 月^^日、祖川で開幕 


y ‘本リ ーグ は、 4ぶ uni 棄 京で 
澡哲要呂 会を地き、 今秋の 署 5 閲 
り 一 .グめ 口 おなどについで 協議し 
た。 

すでにををのと おり、 今年， 度は 
ホリンビックィ个}0たみ、 巧女 
とも i 回絞马りに橘ホしての觸懼 
口岛も9月リ6 姑川で壁 I、 U 
ち W 目 破京で 開蒂 のでを。しかも 
この問、八 王 U 本男 TQ 北朝 豐切お 
月3 〜日 •ずを；】.损木国が 
(化月け--巧 日： j がム〔まれている 
極據淀概だ。 

磬加デ ー ム は、男 子 1 部が 、 お 
同特洁剖 (愛 如〕、 鴻を黑姑 (広 島〕 

ぶ凹 技 师鈴鹿 〇二章 •)、 曰 渐製稱 ( 

段島)、三 嚴商皂(東を) の 6 チ 

—ム 、女子 1 部がジャスゴ〇二壁)那巧をす務が長に お任した G 
日本 ビクタ I (故城)、 ブラ ザ！ ェ 


業(爱お〕、日立栃沐〔栃木〕、立お 
電携(熊ぶ)、 大幅電気 C 塘玉)、化 
国齡な(お川)、おな重 稍 (東京) の 

S チ t ムり 

2報は、 興 子が大蹄電気 C 诗玉) 
一二致 C 康 京】、 トヨタ 革体 〔を知)、 
自衛隊碟田 (巧 城〕、セントラル自 
頸卓 C 种杂川)、口强建が (太 阪 y 
未 子がホが 强行 C 大贼〕 、ムネホタ 
〔瑪，垃) 、和歌山県商-丄厦用組合〔 
巧 敬 山) である。正ぶ 日掛は了巧 
上お発靠 の予是 U 
なお、今年琵から 個人貫に 「P 
了 梅 蓬拇点 貸」が設けられる こを 
になつち 

tA * ま捣含、4月 

畫入事 W 曰せで、加納励一一 
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第目回全国教員養成大学ハンドボール研修会要項 


このただ， — F 祀お項の遇む，料-典郵员となる戰な霉成乂学の與女ザ左をが崇にぶ部背劝補助金をえで合宿 
によるハント•ボール刚屋会を删巧しまず。ハンドボ叫レの止しい理論と巧投を通じて，楽しいハツドボール 
を体得しでいただき,を祠津々浦々に到るまで I ぶく八ンドボールの愛好者を ~ 人でも著くふやしていきを 


ぃと騒っておりまず。 

进救的ハン ドボール 于ーム数のかをぃ地方の大字，义新しい、 y ドボール于ームを結威したぃ学もそし 
て碑来教職についたときのために指導をを製得したい人こを是ホ拍ふ るって 祖壑加下さるよう 御轰巧 載しま 


1.目 的全国の 教具. 寒成犬学の学进: を对窮 に.なお研修を'朽ない八ンドボールの競技の瓜し い埋論を 
埋强し， 新しいハンドボールの 実 環を虚して*楽しい"ン ドボールを小み体験し，巧面の が 
園狙’ 再を 豊かにするとともに，有為な 指導新こ必雷な 臺 質の向上を はかることを I 峭 とする。 
しち 梢 日 ぶハンドボ^ル 廊会 （虫暑:梅祖租控神帝2 — 3 . T E LG 3-4 が一了加の 


し聲 援文部宵 ロネ 体育揣驾 
し 会 增 却:彼ぶ芋- 体育 嶺玻ぴダラウン ド 

〒加 ()-31 茨城県新治耶輕が天.にを 1—1 — 1 Tel. 股犯一就--那ぉ 
し 勘 日 昭和 扣年みぶ 17 目一^抓 y 3 南； 4 口 

し摹加驾 お查国の围公恥立む 教員巷 成太單 C 孚部罕科 苗む）の 男•ホ罕 をでをること。 

し ザ見み。 お端硏 渡への審姑一抢則と しで チーム 単 か C 7を〜10 皂 ）1 特に姐方大学をび窥しく結成 
されたチームを搂先する。 

'参加人員 （10 り 名）【こ制網がをるめで，を 員に なりを:第/切る。 

参加希望を取び寧加嘴-型 テーム 巧若菊は別损赛加申が寄に参袖料を添え. 6 月 3日日ま で お着す 


る播申化ず-.. 爲き■をすること。 

ホ 込みが 干 3 卵- ぉ.淡城県新:’裤耶搭村天王台 1一 1—1 绵波大学林育科学系大西武 H お 
1 •稀 輿 量加料 1 人3, 己が} 円. 署を害留にて上胁と邱送のこと。 

研悠期厨中め宿沿若は ( SM 17 H 輔食〜如 口 補を） n 本ハンドポール揣会が全額な把する。 
期間を •前 n の摘 S 赏，夕庭も R 本八ンドボ。ル城.色がを額負捏する。. （1 日日 1日昭に筑波太学 
平が宿を共用嫌にてを巧をする.こと）又，麻費の一郁を日本パ y ドボ叫レ綺鱼が補励する。 

1 . 推導者 n えバンドボール協鱼競な姜貝，搜见委巧，と強化委爲。 

1 . 研僖ホ針 

® が来より睹閒的な余塔をもたをる 

©指尊萬の数を増すことによって， 子ーム や個人めか波に紀; C た指導をする 
③软術とゲ^ムの関連を巧をかにしながら指荀争:.る 
® 参加者の要宝におじで，指靖の肉報を決定する 
⑥ 召な凸 d A を背 尊者と 恭那者の蝴で猜罹おに行なう 



巧えるパスワ—ク 
看の瞧利琢 


MGH 2 お,000(杨を球) 


デザインが感触が新 u、.j 


がが AS 4 


。蛛; 

解ぶだ / MGH3¥4t 補 ( 杨を姓 ) 


明重コ"ムエ荣株な含な 

泣量■東巧 • 大巧*を古屋 • 柏岡 
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こんなとき便利な 

間キャッシュカート; 


日常の词 I き出しに… 

力ード!かで堀を自動黄私巧からホ-跨に 
あをか引き山せます。進蜡もハンコらい 
なません。サイブがわりじご利巧を…。 

時間外のゎ引き出しじ… 

ダイ ロの外壁に 面した キヤッシ丈コーナー 
では、平 a を前目:4日〜を後 G : 城(±嗎口 
は 午前 9: 抓〜午後 2: 孤)まで、 また丘! マ 
ークの3—ナーでは、ず R 午後日時、尘曜 
午を2時まで堀をが引き化甘ま中。 


ご化張やゎ買物の折に… 

おぶかけ化で現をがご A 邮こなったとき 
ダイロ巧を掛こあるキヤッシユコーナ气 
因マー タのコーホーがお役に立ちまも 

給与のゎ引き出しに… 

が咬板込瞬をご棵用の場合は、おおお口 
の朝から々ードを巧って引きけげます。 
おさまもご自をぶくのダイワでどうぞ…。 


ダイなキヤかシ^-ドはおな口座[巧涯巧を） 
をご利用のせじぉつけ L でいま卞。わ気障じ 
わ申ぶ々ください。 

あなたと明曰を 


た巧銀巧 


回マー ヴ巧 コーナーで设足巧邮こより•わな巧い 巧 巧が离なろ巧をががはす。 
まろ、日-相日わよだみ吊切 巧の ホち日はわお胁、しません 
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ddidas 


アテ梯ス 

トレ-ニングス-ツ 

Made u rider Adidas Itcensa 




日本協会専門委員会だより！！ 

今冬 月；5 日から如 R 当然、プ□ッブ大舎、地方丈会 
まで東京 ホ 肯韶で開く谋も深く明わりを恃.つよさになり-、 


拟 II 全 y 本摇ん M 谨手撰の 
舉邮チ！ムは、昨年と间 
じ、 巧モ 別、 ぶす W 于 I 
競 ームで巧うことにおまった 
これは、リー巧のを 国 巧 
歲なを、 巧理韦 造でホしをわさ 
れたも0。 

辛の巧那は、姆『たか：！一本り] 
ダ推せん8(，リー部り f 搞まで)、全 
U 本字 連 通せん 5、全日 本. 実 辿 
おおん3、伞 Is 本或職員述梢せ 
ん3、全日を B 衙腺述推せん 一 
全歷社当人 壶地区、 か， 地 阮西地 
区代表を]、開悄地 11 みでが 
日本 y — 户推せん6、を 日本 ザ 
連 推せん4、全 H ぶ実选迪せん 
っ-、 全国をを人け無 1、 開报地 
1 となつ ている 0 

八主5本揖合 還を 捶は、 が 平な 

来、その 愤格、 参加チ！ムの巧 

兩について扳讨が加えられてき 

ており、「难域化 表制」 による 

チャンビオンシップを"理想" 

としている。 

しかし、こなシステムに雲 

するに.は、を： n 本隨ム"お手植の 

要綱 だけを 改訂しでも辟決はッ 

かず、 n ぶリ I ' 夕を含が、あら 

咳る全尚ふなを 调連して 考盧し 
なければならない。 


顆留•に、新稱症にはおり切れをい 
姐晴ぶでは、 蘇々に地域控のを 
を操くしていく 化. 外にをいといク 
の-が、辄蜡要昌会の酷請であった 
こ0ため、皇国を講では、靖腊 
祗段巧間題の-愤討を" 

鸦回大 卓 城牌ら.、しが-をく强なシ 
ステムを継綻することが巧議きれ 

ち 

ただし、 全国も庸では、賴お方 
沾硏え 巧1、3 回戦を地方で なな 
い、 哨々が腺 姑 辟を 南 品で 開惟、 
.あるいは 興ホ分割閲帷 などの 慎 討 
は、 今鞭もつ づける ベ苗だとい弓 
•技見が多かった。 

また、 阳巧あるいは 抓固を 一つ 
の区切りの U 標 として、白本リー 
ダ巧と学連.上な、戈 建上位に， 旗 
缩 "した 大会にする捏裝も おて い 

る。これは が 部道 時県 協をの摇合 

選を 椎 を畳恆辺と して、 做 化つを 

あばで いく「地域代表 制」 とはな 

反対の考左であり、こぅした-昔 孔 

が 出る のも、こ舟聞題の.離しさを 

物語る リ 

また、 U ぶり ー ダ、全目本総な 

は、を.，. まで トップレバルを務 .う 

ハ—ドをホをとし、 国が(成 g 

はが成义ポ I ツ的をソブトな太会 

とする 檢討は 今をもつづける。 


ヒ 


强化戟コ^ナ那の’部 
驅 I 正 U ともなぅ コ—キ •の 
補おは、本誌前号でもお 
えられたとおり、與责あ 
わせてのをの新巧を要隔 
，、虫 I 中だが、4月 W 口までに 
巧子の平 岡靑瓣、化 M 補 
巧貪保雖の-二-拓が承能、ホ 子 も 
指ち飼嚴、癖昭搞、笠 居 利志の 
-- 二をの巧詣が明きら.かにさ.、かお 

しかし、 君 乎で一な、ぶ 十で 
I i 巧が稱 お-を中し 山ているほか 
三. 氏が 態 おを保留し でい る。 

また、 3 巧が： II せで、ホ于の 
白神乳雖巧から コ I 乎择巧が陆 
出られている。 

麗川強化 部 農(理事 联〕.ほ、 日 
巧 上 おには、を。1チングスタ 
ッマ.を带衷したい-昔 •同で、最終 
的には、 男子が化避串昭酷督 を 
をむ U 巧(ぅを 早 川 清を おは 西 
ドィツ留学 中)、立ず が池 巧 鼓 
或 監督を 含む をた に或もつきそ 
をた。 

感蜡、お岡新 n — 于 は、强化 
軍吕もつとめているが、当かの 
間"苯巧*'.こを る。 

このほか、骑化部絕賴 群の ホ 
吏を企るため、-兀口本協遠摇お 
抵当 常聞理事のお山 茂氏に要員 
新任をがしよ ぅ4^ 


なお、 お 年度带 1 回の 強化 妻昌 
なは 5月；^ 日 午を4 時 W 分からを 
よ结巿些首 詣で邮 かれる。 

涨化部 親当は日月中句 I 见京の-ず 
を。 

〇 

アジ了. 巧表椎お 還を 目指す 華 日 
本ま了は、，九 A 二 年 (昭寶 の 
世界女で 遇を椎に 向けて巧スタ— 
卜を站るが、 その 强 化を搞 スケジ 
ユ！ ルは次のと おり。 

荒 川 強化部展と池山席督は、六 
月の 全 円ぶ ホモ 萊業巧 還手 権 (為 
十 N 屋)後、 早為に、 巧巧の中 聞 地 
征メン パー (本誌前号 日 頁が 報】 
ををホとしたナショナル墟半么 離. 
をを衷の意がでをぶ。 

(を日本も于强化 <口 お口 程〕 

第二が 7ち1^7日 •ブぅ ザ 
3 H 業！ > 苦 二-か S 月 uiwnl - 
円本ビ タタ] 可常 i ： 次 U 巧巧- 
如 日 •立 石 竜撒 可な五次 扣年 1 
巧 s 、 j 託：！！ • H 立栃木 V 織ぶ化 
9 月が-^ ■お 崎 毒気！>濟 お 次 
3巧 y 〜川 U ■虚 お里搬(化-第 
一 かは 4巧 1 R 〜 9 日 •日本 ビ」 

夕 t で癖了 } 

このほか 、全日. 不女于 ジュニア 
が 8 月 w / wn 、 扣年 1月地 
m 、 3月 9 日と 3 凹の 就 化 <:: 
宿を でを している。. 


白本協会専門委員会だより/ 
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:滋養強化•虚弱体質じ 


こ鈍化のおちでご巧な< だ足 


■ にかにく巧ピエ半;4 • ビタミシ B I •が E 9 お三年みビ百ミン曰 W の苗 

か L 才 E 1 J 

■担お入@ ‘ fr を*牛男，ビジ吉シ日いじ卜 jc < ぁ巧エモス R 巧 

LTt 松]での 



スザ—ジ巧 



傭張づけは-毎 H の快賦•快食から… 

をれじ遮度なスポーツも欠かせません< —— 

私連は皆様の麵を醉(って — 

薬品づくりに努めます。 茄读万(:霞品拙な黃な 

ココす巧.本 社 -啟 ホお巧巧冉区巧&3了目1ま39を 
(拓 >4 自白 一as 日1 

中央研 3 巧 T723-64 広 AWys 田な 口田町 ホを 下 巧化!日け 
拓 A ェ q TEL ■湖な巧）23 3 ! 


〇曰本協会力日盟団体リポート <全日本実業団連盟> 


全日本案連は、 こ。 ほど 扣 年が 
の 行事予定を かのように 鼓めた。 

今$は、日本り] グが摧 潮の 
を 一回 絕马 りに*縮か" されたこ 
とも あり、 当 連盟の メイン イ ベン 
卜全巧^業试湿手植を、 巧ホと 
も 上 丰姻に間(ま)をおいて 開くこ 
とにした。 

去た、 閣案のプロッタ尖 業閒题 
手椎は、閣最が W 年ぶりに顧活を 
巧を しでい る'。 

:擎 一十 I 回 全 n 轰業团運于 
植大を(ホモの部}昭苟五44 五 年 
み巧 五日 (木】から 八日(日〕 ま 
で。 愛知 居 体育鉱にで满櫃 。要加 
チ [ム= 円本 ビグ タ ^ ブうザ ！ 
H 業、ジャス づ 、樂京 竜機、 R 池 
栃 ホ、立石電槪 、大 嗎電贵 、ムを 
カタ、化尚级 巧、 太 和解巧、和歌 
山県鹿 卫信巧親合、 牠 I i 1 子 1 
ムのす 定。 

二、 满 二十- 间全 ni 業が 强キ 
靖太会 〔毎 子の 部) 昭がお 十 お 年 
A ぶ 三十 r 日 〔舎窟•聞を式) 九 

お-目 (月〕' から ご一日 (ぶ〕 まで 

乂阪ホ体巧館。 参加チ！ ム U 

A 岡 特辣锅、现を薬な、本田お硏 

货麗 、二 陽商会、 n 新疆瑚、大崎 

毒気、 一， 一 其、自偏蛛聯 山、 東京 票 

據 、新 U 热大が(いずれも 予定) 

二 r 粥 十二：一を 国 藥業试男子 トー 

ナ メント 大会。昭和 壯 十六 年二巧 

八 y より 二巧 十-!!: まで。 祁戸ボ 

战育 館、 神 •尸 ホ 王で 体育 飽、 

婆 加チ—ム K 麻 I ; 十一 巧 逆手 お乂 


をの化を、 + 位 チ] ム 。トョタ卓 
沁、日報建が、お菩石®-潭、新 
口 拱が も屋、大阪 ガス、 自茜隊ド 
摇 、辨櫃地一于 I ム、(棲也参加；} 
のほか 東化、 関柬 、中部 化陛、近 
幾、 中 凹 国、 化 測、な衡隐 、をブ 
ロッタで選の攝果 二十 二.乎] ム を 
揀 を、 を-お 11 1トニ チ f ムに上る卜 
J ナ メント方‘ぶで 争 さ。このぶ会 
の上棉•ーホ— ムは型年度 運 手 権 太 
金に量加赏 格を得る。 

四、 第 A 回ま逊ジュニア t をお、 
自術 験での掉赔 入隊と いぅことで 
各 能業でも 非常にが評の 端ず 年も 
震 施を 予 を。 昭和五十 五 年 化 ぉ 二 
十 円 過ぎ、 詳加は来— お" 

来月、韓国男子が来日 

五、 留溶関掃0第 A 凹 n — を 人 
おモ交施、昭おお 十 化 年み 月下 旬 
国禪国 チ— ム來 目、 評抑は擅 渉中 
五 試な予 を。 

③带丸 回目禪せ会人 ハン ドボ！ ル 
女子交流、昭扣 五十六 年 S ぶ頃韓 

尚 チ t ム杂日 ホ 望。 

み、その地、：：：： ホモ チ ー ふの 拡充 

口 「祉な 人狸 端」としで タラ プチ 

I ムと巧 地方での <口 同試を、 3 自 

衛賴 連盟と Q 闕 速、 喊棄西対抗. 戰 

の実現的大学 チ！ ムとの交流試な 

的簡国城外の海外交流 S 円本リ ー 

ダ、 二部リ t グ との 帖係な ど 多く 

め 課題を かかえでいるが 日本 協会 

のな人化とともに大きく飛擢 のを 

にしたいとちえている。 
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日本が生んだ世界のボール 

巧, ft ミちムレスぶ一化 

日本/、ンドボール®を検定巧 

東京* メキシコ■モントリオール■モスクワと、 
いつのオリンピック大舎でもバレー、バスケット 
等、世界で堆一社の公式試合球に指をされている 
クチカラの輝かしい実績は、世巧に 
誇を日本のボールメーカーです。 

ハンドボールの歴史と共じ績ボール 
の時代からボールー筋じ手がけて来 
たタチカラのハンドボールは一睐違 
う中空製法です。（チューブが邸てる） 

巧*た百株式会社 。謹 トロ. 3 

営業所東京;-大阪 • 名古屋•福岡-れ概 





テ^~マは 

「人間と機械」 

揉城にできることは稱械じまかせ、人問はよ造的赛野での巧®^しむべきでぁる」… • 
これち電機のモットーです。 


—— 





























「全国クラブ連盟」の I 
設立を熱望 

クラブ担当巻を議小重貝会 

- 望 


過ち 一二回0 を国 タラブ詳岡大舍 
を終り、 第 巧回を稱大会を向える 
にあたり•グラブ抵当 者舎 誰のか 
委員会が-; ぶ 小 立が郁 •一一一月-一十 
一ニロを 古畳に て骗 かれ、 な 部大会 
の名骄並だに裸 営 及び、「全国夕 
ラブ 連盟」発たに ついて 討 露を 巧 
ないました。 

京都大舎 のぶ 称については、こ 
れ まで使ぶ山おなかった「硬を植 
火な」 の名称を枕巧 W 来る 插日本 
祕 会に、お战協尝を適すと ともに 
太西武三曹玻部長にお願いして、 
風きかけることとし、同時に、早 
く 「タラプ 座盟」 を誰足させて、 
全国 ホ 会がホ摧山 来る樵、 運. 動す 
ることを 中した ぶました。このよ 
ぅな会議が発足したのは、 虫る五 
+ 1 年、马時：！一本损会 普及 部 おめ 
勝^氏の音頓にょり登揉数が一 
需多く「また各都遮が県臨を の 主 
袖と なっで原る クラブ チ— ムの存 
在 にもかかわらず、 狸盟も ホなも 
ないめで、これを斐驻 すべく講迪 
とした「全国 クラブな 当者無歲」 
を開いをのがきっかけでした。ご 
の 最初の会をでホ莲員なを発おさ 
せ、 垂尚狸肥と を国大をの 黄 足を 


巧 孝(静岡) 1 一 

討議す る 事と なり、お十 M 年春 初 
会議を昭き 、ここで述蓝の設ホの 
化が かりとしてを閱大をの 關他を 
決定、静岡県揣 会が 第 II :凹 造の 開 
呢を引‘き震け、 この-牌に全国 虚瞄 
の能足を申し かせたわけです。 が 
岡火造を開他す るに あたり当時能 
岡県協なの郎事 おの片踊當 巧次巧 
をはじめ-拱員の方々には 大裴 にお 
巧盈になりました。 又 柬巧都 タラ 
ブ遗禍の村田稔理事長の-恩 盘 にょ 
り.鞭制 巧 二がを一ニロ關派遣を頂く 
など、こ拟穗を関谣をの皆補の協 
方を 得てクラブの 辿盟爾おの準 端 
が 少しづつ進をもれ、 太 会が部度 
各チー ムょり 述盟の発足と、迎盟 
班式の太会ボ開摧扭来る穂要頭さ 
れて来ました。 

一一凹の委員 造の 踊梁、も雷呂の 
方々がをブロックごと，都遐脑陋 
の于 T ム数のお腫を巧って、この 
規巧を口本感会に祀化し、術きか 
けを锁めることに化り、ーホ1全 
固耶避府帖クラブ担当者0 益 憩を 
關き虚棉設立を企る、各プロッタ 
の連盟を咒をさせる巧動をつづけ 
ることとし両面より クラブ 問題を 
進めで巧くことにしていたわけで 


ず。一地る，協查で全国大会を輔催 
ずるには經費而で火巽な努丸がい 
り、話稠大をはもちらん、岐阜太 
会でち同穗鮮带集めに役なのかた 
がたがほんそぅされたわけです。 
この標なでずから一日も早く 
「全国クラブ逼眼」を雅足させて 
雖誇面から-も摇如か来れば今截の 
大当も K ムースに即鴨出来るかと 
思ぅわけでず。日本喘尝巧連」触と 
を地ち楠をの協力を得て、「全国 


〇… 本誌前ち 既帮のよぅに「を 
国 タラ プ太 萬」 問题 は、 2 ぶのを 
国尝請 (植試員遍、理事会扮畔 
新たな 局捆を迎えて いるが、 細摧 
.のとおり「クラブ 担当者 皂黑」は 
過去 3 年の*吏. 結が をスプリング 
ポードと しで、 かなけ 具体的な喪 
求を揭げ、円ぶ 協会の 協力を求め 
ている ことが明きら 如となつた。 

單睛のところ、タラプ 担当者の 
親盘 に比べて、： n 本瞄皂 執行部の 
この問題に閱 する を势は、をかと 
ぃぇなぃ。 

これは 1日本施 金が クラブの 活 
動は、 全国磁槪 .よりも、撤太、ブ 
ロック 媪摸 までが 望ましい として 
喊巧化 年度に 「ブロッ タタ ラブ選 
を植」巧 頸懼を捉 励、 费足 順に、 
H 本廊会杯を昭る などの 施 第を つ 
づけているからだ。 

しかも、これらのプロッタチヤ 


クラブ速渦」の実瑞を念阔してい 
ます 0 

〔か塞員会山，怖省〕 Y お都を謡 
^村田(東京〕、驾リ(靜岡)、山中 
(太阪 )1 扭岛(岐阜)、か西厨骄棉 
を理幸長、ち田お都傾な副郡事長 
V を古匡舎請リ山中(太阪)、望お 
(称岡〕、函村〔愛知)、大巧(愛知 
県クラブ連昭を置一大西日本揣会 
巧瓦指導担当常藉理事、伊藤 H 本 
協会理事 


ンピホンを東、ホ-、西の II :地区に 
おおをせ、滕與に全国祉を人巧表 
としでを日本殺を選を帷 への 化場 
植をなえている。つまり、日本協 
会はをれなりに、これまでも クラ 
プが策をげちおしていたのだ。 

それだけに、近年のクラブ脚の 
怡 孰の.荷まりも、 一. つめ迦きとみ 
てはいるものの、日ぶ赖をとしで 
穂極的な+ 乂踐が制はおかずに、過 
してきた。 

战阜、靜岡両大会ち普双指導部 
が関ちはしたものの、卦行部のな 
かには、 「ブロック 大会を贴遊き 
をる 一 おで、この巧動に水をさす 
ょぅな 八主尚 太会を#を謁"するの 
は壁ましくない」とする栽見が拇 
強く、あくまで地方瑞查のち摧す 
るブライ バ f トト— ナパントの協 
費として。化則*されて いる。 

〇 …しかし、日本協会—荒川溃 


葉理宰おは，姑前から「機が熱せ 
ば、クラブの全国選を権を马りよ 
する」ともいうでおり、その具体 
的な鼠きとして，今年度内に、夕 
ラブの 实憩を完全掌睛する ( H 强 
報}よう隅碟セクションに指示し 
ている。 

これから销せぼ 「八 主閑クラブ適 
聞」や「全国タラブ遲手橘」の覺 
化は、時問の問狸のようを気もす 
るボ、荒川理事長の腊窠は、あく 
ま. で 1 これまで巧ぶしできたブロ 
ック•タラ プ遇を雁を母ホに、 全 
岗阻！！を確立させようとしており 
岐哥カップや稀岡カップをきっか 
けとした.自燃発を岡な A を閔お赫 
V と、同-綻 b に並ぶものではな 
さをうだ。 

ここをあたりめ調整を.充かにし 
ておかないと、いざ「選ホ棉」な 
り 「适盟」なりを龍足させる段に 
をって、逝乱を招きかねないし、 
「タ ラブ担当者臺惠」のこれまで 
の骨がりがムダになる。 

参ちまでに各ブゥッ クタ ラブ是 
ホ権のを足年度はなのとおりであ 
る a 

化お遇 U 巧巧が a - M 、 東化 U 巧 
ザ度、関康 H が J ^、 北情趣 
年度、東海 U が年度、お柴 U が年 
度、中国り男モは弘童からの「 
中国一敏還を稍」で巧斤、ホずは 
が年度、阳园 U が年度、九 fflu 盈 
子は袖年度からの「九州逢手操」 
で化巧1も子はが年度。 


日本協会との調整が必要 


— 2自一 











特殊鋪銷材 / 轉な銷ぶ品/みがき特殊帯錦/ 
娩乂銷帯/撇鋼ち/型鍛造品/蘇銷品/エ柴 
が强境な害装置/省力装置/^板を•留接品 


っ^大同特殊銅 


年な：お古屋ホ中区姑 一了宜11一18诚嚴ピル） 
话韻 <052> 201-5111 (ホ代を） 
ま社：东京まな：太防 嘗棠所••精例、 そし巧、 な烏 、新岡 
おみ串巧巧：ニューヨーブ 



崎が、デイフェンス巧ブラインド 
をついたシュートを故ち、また、 


得0〇じ04031000 U 
g 藤原崎$根！顧馬井の 

井譲がを抬棄靖藤些 II 酒损 


fll/ 

K 
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P 

F 


号苗ンィ 


ドンムデ 


7 


エレュ_ 

ブシド 

ツ' 


少 


キ 


ル 


ナ 


P 


西 


ク n 

义 


ダ义 

ブ 

ボ技ヴベメワシシバシテシ 

导白〇 .3 ^ 3 2 4 411〇 Q . 


嘴一 


J 

召 


•その他めお墙者 J > FP コー本 抱、 
赚川、昔みいずれも稱 n 


馬 b の速攻、 溝 部めサィド攻撃な 
どで応酬、激しいぶのとりあ-いに 
なった。 

しかし、後半 U か UIU と 関東 
ほ 巧し こまれ、一方的に突き放き 
れるかと思ったが、をのあと G 広 
井穗やを々木のがずに助けられ失 
点を嚴ホ脚に留め、 お聖の チャン 
スをつかんだが.、あまりにも 1 そ 
れまでの窩 U が深く、迫いつけを 
かった。雄— 異子範 宵) 
1> 黄日戳 (3 月 4日) 

闕東学を义げ驶 の巧叩，：が 


関東学生選跋ョ ー ロッパ遠征 


関東学連巧刺のョ E ロッパ 
研幢逊征は、今年3回目を迎 
左、2月邵日から3巧に U ま 
で撼智が人(戳員 U 、 逆手巧 
• 、ホ • 巧 ) が巧ドィッ ( 
尘としてへッみン地域 ； r フ 

ランス(パ y ) をを職しでち 

われた。 ’ 

遥綻3回出場杳もをまれる 

など口本蝴に"違狂なれ"ボ 

のぞき、本場の技術马奋、捆 
人のレベル T ップなど、充か 
に目的を速成ずる谦 ffi となつ 

た。 

対戦成镑も、巧子が8戰4 

腊1か3祇"み子が7職日腺 

1奴と、これまでにないが成 

磁をおさめた。 


男 


子 


〔2巧站 R 】 


、 f -ミ4 


10としたが、ゾィ—バル(西ド 
ィツ3部リ t ダ)も強引なタテへ 
の攻めで追いをば、被卡5かには 
逆に闽棄が起ぅ立を通にまわされ 
た。このをたり、が席の湿成子| 
ムといぅ舜味が化た.ともいえる。 
1>黃2戰〔。。月^^口) 

目を U •た- LJ 1、巧^7 一7マド~沁ブ 
運接霄 


得。'曰^ 114 :> 31 ' 710 ひ 
のルトンルーカ トル【ユルン 

ルンタタシゲ マ 
/ ス 


ダ：点 


レ 


ン 1 フ 


- f モムィ 


ブイ， 


ヘシホスコス レ八 ソキべフ 

Ivi-* 卜 r . I - J / I - 、 

K 护 
G _ F _ 

蔚藤服 M 邹 -4 ホ楷井原野 あ 

巧并譲村車淸展離二 I 酒が平永 

0〇 08334 2 0 in Do 


7 


乳 


閣呆学か 
4 


▽を一戰 

SV ， ゾ 

{ペル 

得00320224 U 1 む〇 

g 版藤嗎野 W 馬 藤が ザが田 井 

M 議 井が 平藤 II 运植平育該满 

K P 

G F 

•その化のお播者 OFP 、 水ホ、岡 
田拉々木いずれも得〇 

(相手 ゾンバ ー なし〕 
0 … 関東はかちあがり-速攻で4 


•をの地の化瑞者 VFP 平ホ、佐 
々本、 関 口いずれ电巧〇 

〇…人端の-ブンデス•リガ(全 
国リ[ダ)を I 部とすれば、きょ 
ぅの 相 ホは四部、それも I 碼蠕だ 
けのビック了ップチ]ム。 

風邮同±らしく、幽京设が邮、 

マ t ルブルグはソ I 夕 t の闹人技 
を軸に試なを展開。ソ—夕 E をマ 
1 クするとスモルカのポストに得 
点を奪われるというチダハグなデ 
ィ7ュンスだったが、 GK ホ藤め 


がずで逃げ 助った。 

!>巧3幾〔3月 ！□) 

目：一！：^" ド.三 日、 了 W 一一。マ'~ ルブ 

ぉ薄， 宝 去 8 — 日」 1 ルダ戰 II 
が急 巧け遇お耶 
得 UO 己 3110014 む 〇 
^藤 原が 41^巧藤 お 原口田井 

酷み涯永摇些二松幽岡平 


技 


P 


【5 

1 


G F 

•その他の .W 谣者！ >FP 平野" 酉 
を 1 離 川 いずれも 稱〇 

(巧手^ ンバ ーなし) 
包… この！！！ も関東はディフょン 
スのコンビがととのわず、 戒 也て 
も. ノ - ^ マ ークを 落すなどして 苦し 
んだ 。しかし、 後半、どぅにかリ 
ズムボ おての が： 3— 巧と 地拒した 
Q だが、このリードを 守校 切れず 
引きみ けにもちこまれた。 

西ドイツ学生を追いこむ 

▽第4戰 (3 月 2 口) 

西ドイツ巧19 一 〇胃夏ろド ーこ 
学をナシ 

ョ^^ル 

巧；- 全国 リ— ダで 活垣す ゐタイ 

シブ K キッド、パルドハイムちを 
呼び寄せた西ドイツが主ナシヨナ 
ルは、述いタロス プレ— からロン. 
ダを 決め、関東 ディフユン K の 間 
隙をついた。 

これにが し閣 東は、全員の速い 
题 きと バスク t 夕のなかかを、 が 
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_ 故帅 1 遠征関を学虫選抜 _ 

パ ンバー 

.团長福地致 介 （帖東 学 述埋- 贵畏） 

I 總疆督藤原 衔〔関景学速 理#) 

•祕就清水なお C 筑波大 0 B ) 

< :男停 

•穂骨辅貨嵌谁（明星 火浩督） 
，コーチ岡本研 二 （玻城太 粒 巧） 
■主務 岡 出 巧 （U 体） 

み 巧博を〔日 ホ） 

■ GK @ ホ藤 衣 盛， [扫 体®) 巧百亡の 

讀原 昭（早輔巧 盛） 1白 3 
•FP 诞お厦を化.ホ 盛） 口 3 
谋部 熟 （日 m ) 177 
平郵隆一巧 悼®) 172 
□が々 木な（口体這)） 1居8 
村崎 に（早棉 m 随 ■) 1の 
東根明 人 巧稲出霉 >) i 7(> 

楠 村 が （早稀田 犀） 巧口 

陋口療人 （早稀巧 遇） 1 .の 
が お 宜拒（中央 盛） 1邮 
藤井 泉 （中 典®; I 160 

I 曰卷上 を 正 <中央感）] の 

I 立 本 松 後 推调館®)] の 

が藤昌を（国: k - 解 狸） 1村 
塚 田正明（が 沿渾 ） の6 
□平ホ 棺 I ぶ a 日 を趣） 183 
立 措良ぶ （被お堂®:) 1が 
聰リ1 现（東 脾盈） 丄 7 S 

富 あ 保（ぶ城 大®) L 7 曰 

をホ 谁と （日 太感 ） 1 の 

く ふ-で > 

，藍 辟 荷野 巷 （黄 女お 火 監督) 

-コーチ 坂村紀で （円ホみ 子コーチ) 
，主留 岡崎 智美 （ロ ホ） 

火をま啄を（東 ホホ） 

■ GK な 松 ひとみ （東女 怯®) 15が m 

□藤并冀暂 /‘ （日 体感） 1の 
• F P 鈴 木 杞子 （ n お 犀） 巧3 

行岛 訓子（口が渾 ） 1日日 
お本 早苗ほ 体®：) 1诚 
u ちガ- ず （日 体避） 1む 
原田文子 （口 体盛） 巧日 
加晚 典け化 ホ®) 丄67 
二!藤ぶ 隱モ（東 女体®) 1日円 
お村棉靠 〔お女 ㈱ ） 1 己3 
ル野を栽子 C 法:ホが 通） ほ S 
舞 木替遍モ（東みホ©) 1の 
大扣111姜 （曰 ふ-体'®いお 
島 惩な裴 （ R 女体 ③ ） 1 加 
富を 文り： （获城太 域う 15己 
，〇巧 觀ぞは 学年— 

- 泻) 巧は ナシ 3ナル チー ム 
I - □印は ジ ュ ニアナシ 3 ナルチーム 


巧〇 〇 〇 〇13 5 3 16 U 4 

勺ユン ヒルツトグ ー ン_ル义 

ぅッゴ - / ッミザ•厂【 
バシ ニみ ル•，テ 

ド ダ ッり-ダン ュ 

ツウウユ L レ L ， ン— 

ラルル ィュルミリ 
h ラべ ヴべシパヴ、、、ベ XT フ 


班可 荒自戦 ( 3 月日 R > 

関羣ぉ別品 U ) 


fl / 

反 

G 


P 

F 


のお願的木 W 崎松村 口 尾ぁ祕 

tM Jy 卞 

鹏譲井平 f 巧 三彼闽 r 1富を 
冯 u 4 〇16 3 5 U ’ り " 


4 TVGG 

• ロ ルシ 
王 


^00-511303001 

d ^ ル-ンレレル ブーヶ ダ 
エタマレ レ デ 


-4 


ンン 

スツへ、 i ウュブリザ 
片イ，•いシ ーー 
卜お ホシテ PHK ダミマ'バビ 


シラ 

ルイ 




P 

F 


: ： 4 〇 16 3 ■ 。 U ,_ り 2 3 I も 
•その地の お塌者 WFO , 岡 田、東 
根、' 平 井 いずれもおり 
〇…聞東の攻擊がな 是て t 涂招 
の运る試合 逊 びを みせた が、後半 
になると城れが のぞき、の—巧の 
y — F を苗「といぅ間に如ま 
で 追い こまれた。 

互 部け t ダの 师质 とはいえ、を 
ょっとした K 丰を ついでくるパブ 
t は ョーロッバならではのものだ 


則 


^:^離原恥谨唔日上靑井げがホ 

^井寧が I r 松関拓茹酒藤言藤 
a ^ oolI114 5 0^iol 

•その地の出場為一 > FP を々木巧 

3、塌田、平ホともに得〇 

〇:’立ちあ-が.り-、襲東は、相手 

のタテブロックから巧ポストブレ 

1にが俩牌形を描きれ得点を并し 

たが、速巧が比聰的よく決まった 

わめ試合のよ導植を鹰れた。 

このクタ K (凹，五部} Q 招ホ 


なら杳々のリ—ドを許しでも、 宽 
か、度豐できる。 

▽第7戦 (3 月日 日) 

関 叢 平^ 典 塗：： 芬バ S 一巧： 

ロウギル 
ブ％ ケル 
マニ了 

得 〇 U 〇 C ： 3 3 3 313 4.5 I 中3 

J ュ トス ム K ムン ムトンンス 


i シップ丰ルぃ - 


ミ‘フ\ V' リウ 


。ル.コァー 

ブ 


ネル 

二了 
曰 K 


< シヤフダエブダ ハ ドタ，； 

[1 ... - - I - — - 

区 P 
G F 


呵厢蔽崎村巧野川报離蛇原尾 

峭蔑井 i 岡平 i お一二松一一一 
昭 U 〇り’ G 2 2112 "1 1〇 




，その他の 出場 其 OFF 妈 U 、 墙 
田 1 平みいずれも稱り 
OV - ヴイスバ I デンに木秘をお 


く ブロ ゥギルブは 上 t 戰のチーム 

関盎も"外人なれ"しでを守と 
もがテンポ、殿殺となった。 

もつれあいなが•わの終盤、 閒東 
は、値村ボ巧ホデ f フ ュ ン义を強 
引に棘るおュ t 卜、平胖の递を、 
が 崎のロンダなどで违綿得点、ぺ 
!スを措り、西 K ィツ最終戦を職 
利で辄った。 

バリ選抜を苦しが抜く 
t > 第日戰 U 摄終贼 (3 H .9 口：) 
て谭おの(だ 社如関轰 子を 

0 …パリ湿掠はフランス，ナシ 
ョ+ ル，同ジユ -1 T ナショホルの 
^ンバ I を励えた强チ ー ム 。関 廉 
のち戟はさけられないと思えち 

しかし、前半、閒東は居 上、 磯 
幷の速端などで卽が H —6 とり 一 
ド、その苗と PT で問点にきれた 
が、一二本松の巧技から冉ヴ捜がに 


] 

抜， 

運 


再〇 Q 己8 2 3 2 〇 〇 〇 o ' U 

討龐原秘上ホ部峭藤村お野本 
3 去 々 
居聴盛が怯 植菜平也 

技 P 
G F — 

:レ ドンン山ネ-屯プレチド 
レイヤホロ户ン三ル 
こ/マ，ザり yr ヴトブシ ホ 
^ タルジ- イソサレ ルル 
レブ/ ゲ y . ダセがデデマプベー 

瑪 D 〇 5 312 21 〇 2 3 4 I の 

立ち、 前半を終えた。 

觀卡 もなか ばまで 3点好り[ド 
をと り、 撒巧を卿かせた が、 ここ 
も あたりから 急圾に疲れが のぞき 
攻防ともに 稍 おを 欠いた。 

バリ 埋振は、 この城を 逃さず、 
^ジヤ X 、 ゲルマインめ が述 けい 
などで追いあげ、 なかけ IW とな 

つた。 

こうをると、パリは教 いづき站 
か ド T で？ 21 邮と、顆東は 扭 めて 
り！.ドを.許した。巧か 1二本松が同 
なシコ；卜 、视 梓を持おせたのだ 


が、バリの朋子は完每に上向き、 
その.あと 4 ぶを叩妻こんで、 関東 
をお著故した。 

黃モ■棉寅敵雄監智の話今シ 
!ズ'ンの西ドィツは 全国リ— ダめ 
□措が語まり、 A 級 于—ムとお職 
できなかったが、それにしてち閣 
東学を吐、ょく戦づたと 思ぅ。 

個々め邏ホでは、井願が 全： n 本 
ソンバ[らしいブレ—で、巧手測 
から， も赏 諸をぅけた。攻擧 阵 では 
財 崎.、 屠上の両左瞄がパリー了ッ 
プ乎るなど， 化 獲を‘あげた。 
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1お村 
0石島 
1鈴木把 
5雖木早 
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0ふ 

0寧 - , 

〇ホ卽森； 
1 加麗 J 


剪 


かダう一 

シ ブ タ 

B • ジーフェルト 
ゲルシュウスキー 

U • ュミット 

C ■ ジー了王ルト 

I n キ シ ン 
I スゴ-イダ^ 

デーンハルト 


12 



(キ]ルヘンハイムの個人得点す 
明) 

〇…化手は前日と同じ2部り I 
ダの所賠。残り5か 919 のタイ 


女 


モ 


1>萬*戲(2巧站^) 


i 罕を凤；けだ 9 パザ 


1ベル 

辑 OU 5033 ioiooo-J 

剌松井本谭お廊村森井、尹娜惩 

斯间藤藤紙網加ぉ獅石盲觀島 

- f - il / --- 1 - I . 

K P 

G F 

曰…3年 A 忆して惜戦勝利を饰 
ることができた。 

しかも相を.は2却り—グ鬧西ゾ 
1ン化地区4拉0おカクラブ、主 
力にナショナルお験を.の願もみえ 
お。 

0第2戦 (2 ぶの日〕 

II 

ンハイム 


から 1誤東は 3点をたでつづけに 
奪い 雌 利を法めた。 

キ； ルヘンハイムの攻撃も、 ホ 
子には&ずらしくロンダ、ポスト 
サイドと 多 瑕だった。 

V 第3戰 (3 月 i 日) 

I きを蓋 Ne .5 六數 

得日0011 ひ02010 〇 一 5 
のン エゲムルタトルパユ万トー 

W ー イン 

ごッぅ 

ルシュゥレ 
一。 えールジ 
ザヨア ロへベパダホ (K 

P 

F 



P 收ホ島早聴巧ホ紀島觀本を 

咖赢顧石鈴加歸お掛太島藤寫 
巧〇 0415 44 C : 3141 


が 


• をの池の出攝谭 口閣〕 VFP 掠 苗 
得 1、 か巧森、浜がよ杉に . 得〇。 

〔マ〕 可 G 広 エルベス招り 

日’：地ち 4 めがりこそ 2 li とが 
りあったが、胁姐にまきる视萬は 
しだいに相手のディ7王ンスを皆 
きぶっては巧破、 U 分 K ^と大 
造、後半はメンバ]を次々と代、在 
て楽腿した。 

V 第4戦 ( 3 巧4 R}; 

関東 学を茂巧だ品.ツ训 

0:. 後半に贿れをのぞか中もげ 
の、 関 葉め試をぶりは元荒い『ば 
い。邮 . 半、衍志の速をで、げ日に 
つづく化照となった。 G 泣屈秘の - 
がずが ス クン ドを彿か せお。 


期で 

7 M 

方 

、ュ 


G 


〇 〇 〇王'2 i 〇 31 1 

エトフツールスカスプ 
シツホツナて ケィタツ， 
ウレ イル グレルテイり 
，ログバクツオボポロダ 

P 

F 


KI 

G 


P 

F 


(ロルシェの/ンバ！なし レ 

_0 …第4、5 戦とも地蜡 (二 Y 
五部〕リ！ ダの下部ク'ラス。ここ 
らをわりでは、ちおや、 関東の 敵 
ではをい。學 4 概同よぅ前ザで腿 
載を決めた。 

西ドィツ転戦で e 連勝 
1>葡6殺 (3 パ、ゎ口) 

I をを 并 u ) w バ S 心 

デン 

〇…西ドイツではめずらしい 芋 
斗：主体のバイスバ—デンは、 上 化 
リ [- クを化づているだけあって元 
気 いっぱい。蝴 東は W か214と 


得00日01140 2 020 

も--ルとスーフフ ヒエ 

デ ト_ッ i て - if . ッ 
- ッバキ-ニンけエ/ 

C K ョベパシトシ 
いロレ L レ f ド 
< 0 
Cj シブブパ八かバビシヴレロ 


日 


5^井楷藤齒本を甲装が森田 

咖麗高加丈藤富一制屬裝が原 
'悍 U 〇 7 1 3 i 1213 C 3 1 

•その他の出場者〔班〕 > FP 鈴木 

お、おむ、む井いずれも得〇、 

〔ハ〕 VFP 田 ティ稍〇 

1 > 第日戦 ( 3 巧 5 R) 

襲重及測 Ne 7 巧咒非 

#00 2 40831 illn ^ - ^ 
剥松井本島井踞が田智紀每森 -‘ 

视瓦廳藤む石加：ぉ源制賴 


/II 

K 

G 


蔚ホ粉本盎诚お紀盛が藤ホ旧 

叫藤威聴ル姑當黏石お加ち原 

得00102円2017 21 


P 

F 


日 


文々にリ—ドを許した。 

闡乘は前半なかけ玫聖にデンボ 
がかたが、バィスバ]デンも枯り 
強きをみせ、 j 進 I 退とをった。 

後半のか W — クから-関東はょぅ 
やく連捕得ぶ、相をの疲れに乘じ 
でたたみかけ、西ドィツでの全 ！： n 
程を酪利で解えた。 

パリ遇抜には苦が 

〇第7戦.=最捣徵巧日日〕 

パリ是お祁(側一 W 関東学生 

得〇 ' 0171リー210 2 00 扫 
尉松井本難田谓早が島井醫森 

此ぉ屋鸦记ぉ細祕 
技 P 
G F 

挪'ウルルエンィ_ウスルタ 
谨ゾ^リラ ；もブ 

召パい ！： inu ロパ 
ラ* P ヤユ トツン 

レボリムシデセべベバルマ 

靖〇〇り66164301 一如 
•その他间出場を！ > FP 島筵、+ 
财、言，水いずれも梅り 
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限りないホ巧ぺ 


日ホではじめてステンレブ佩を化の生を方式 
をま入、大を生をを可能じしスチンレスをよ 
り身お々、なものじしたのは日巧が轴です 
当お:はくくらしと跌をおぷ月至扣> をモットー 
に、 こめステンレス IH をはじめをぶ销、特巧 組、 
を洒站埋巧板なおを生拒し、をかなホみち宮 
巧してホみ統げをが‘をスチーんゾーみ一でも 


巧合ス于 一 J い一 


C …西ドイツでの6选 勝は、 フ 
ランス 協尝にも担わって おり，パ 
リ選抜は、ペコー、デュラン、 シ 
ャリエ、パロスら の ナショ十ルプ 
レイヤ I を軸に、ペスト^ ンバ ー 
をおいで博ちかまえでいた U 

一を、幽をは、西ドイツからの 
稼載でコンディションを狂わした 
透手が多く、 この 是が、序盤には 
っ香り 出た。 

閱東は立ちあボりこそ3 巧 II 
1とぶ巧だったが、そのあと W か 
までに連絹.5点を失ない、 パリに 

ずを 通り r 月二十六円成叫黃二 
+1;時-. 二 十 かにで、 フラン タブ ル 
卜に向け山雅し迎ホ狂臨勢巧+丸 
おは、全-員元気で到吾し、 スぶ] 
ツシュ I レでの-ホ 巧が始ま 「た。 
巧 独では巧古 おお 試 かの 予定で虽 
ったが男子が一 試を 増加されてぅ 
れ しい 悲鳴を 君 ばる ことと なった 

通を達を平等にかしでも多く鋪 
なに出墙 きせることができ るには 

. ，といぅことで頭を楷まず K 

タッ7 だがお試な になったことで 
す定掉上化骑出来るので 巧 もをし 
た。 スタッフで 検討め結果、男子 
は I ニチ！ム にか別し各 チ—ムにリ 
L ターをお韋 国内の強化補習の 時 
から-' チ . -ムづ くむをした。 

役岛遵を 普パ々 盘ぶの疎遗もをく 
チ— ムづく9或に巧動や半巧も非 
带にスム t ズに遥営が山来た。 

ハンドボー ルの みならず社会主 


車尊橋を握らせで L まった。 

関累もチャンスはあるには去っ 
たの-だが、シユ]卜が廿くポイン 
卜をあけられずに過ぎを。 

前半なかばすぎから関東は攻撃 
にリズムがりり、廣半の反堂-に望 
みをかけためだが、3、4か述綻 
ゴールをおわれ6—^、ここで太 
をを法めをれたといっていい。 

曰… 邮ドイツが、どちをかとい 
えな、極人の吏遞力、シユ t トカ 
をぶ軸にプレ！が穂咕されている 
のに比べ、？フンスは「地がだが 

活か」営む巧においても多大な强験 
を得られたもの占雨捨ずる。を会 
盐毕に报いては1ドイツでのハイ 
デルべかダの單を0巧やハイデル 
ベルダ城、マ]ルブルダめ十二世 
盈.の建棠鞠骂に学生崖は目を光ら- 
せて 見学した ものである。 待に、 


.こ-二〇 年に常エを贿'め _0〇 年 
かかって带てられ化エリザベス教 
益'等は單をから.も赃喚の声があげ 
られ ていた。 背年のことながら、 
，帮站惑するのは言菜の'壁で是る 
が、さすが燕さの$でいろいろ 
な過でいろいろな人々と寢植的に 
雜受を深めていた。〔昨年或は一 


基本に忠実なダレ—が 多い」 霜 
地团長の請)"関廉ぶ述では、お 
無の難 4 回述征 から フラ\ス転戰 
も考りょずる息がだ。 

女子*高動竜瓷昔の話が 2 固 
より子 1 .ムと てのスケ I ル. は小 
さい感じだったが、：前戦相手がド 
部' yt ダの せいか西ドィツで.は、 
ベンチが搪くほどの試た ぶりで 瞬 
ち放せた 化 巧ぶの■速さ"故、 ず 
巧童如畢のをる武器で巧ホ測の 靜 
晒も髙 かった。 なお、 今 午の巧ド 
ィツの試合は的な ハ！ フで巧 われ 

昨年瑞征に蒂-加した. 者で 堀をぶ通 
しているをもいる。) 

戰機よりも巧弊を電極した くぶ 
個々 めな 術や稍神力さもに対応惟 
力を高める為にを昌一丸となみ对 
戰したものでちる。この結鼠はを 
チ J ムに馬つでから洩習の描で肉 


がけして各産のおなでモ巧彼梁が 
ぶられるものと 期待するものであ 
る 0 

姑戦成結は後期口通りだが巧趾 
では貝子は悄撒二敗一分だが内容 
の. 患る試<提赖が出来た。女子の 
ず年度は、〔部りーダの試を胡間 
中だった為にが戦相手に思まれず 


た。 (を•前圆は，部の試をが站 
が ハ I フー 

個々では加藤がすっかり自层を 
つけ、今接に鶏しみを描かせる。 


化で世界 フランスの巧ポー 

学生接討ツ城「レキップ」は、 
ブラン 义学おスボーツ連盛が、が 
をみ©世巧ザ华(ンドボ t ル惡手 
権を 今 もじ月、お辑するょぅ愤討 
中で あ-ると ち克た。 

全 U 本毕虚は、本誌既帮のと.お 
り、蘭曜されれば燕.加ずる意问。 

7…‘ ，お 軌を聯だった。お年の.こ 
とながら ホ子には驶かな頸き、早 
い甄きに揺岳から素昭 らしい 声驛 
を受けた。 

フランスにがいでは パリ 選抜と 
め対戰だユたが、毋女共々パリを 
をのブ ランス ナショナルとジユニ 
ア通ホでチーム揣成されて おりハ 
ンドボー ル 協会の力の入れ方ち並 
々ならぬ もめが同えた。 ド ゴール 
ホ肯銷も補 員と なり観をも 一体と 
なり適む上れのあるがームであつ 
た。これがハンドボールな. の だ'よ 
难手達も感じたにあ遭ない。 

尚渡凹からの熙東学ホ還抜ヨ！ 
ロ ツバ 遗化は試なのをな. ら ず西她 
国のにおける一部 リ—グの 秦加チ 

ムレ」の 八口 同ムロおを計画して お. り 
さら.に ハン ドボール親なのを展向 
上に目を的けている。 

(日林大も子監督) 


欧州遠征をふり返って 

藤原 偏 

(遠征運ホが摇髓督) 


^ 29 






鉄はともだち 



おかち辆へ、辨かち鉄户 ’ 

。ぶ琴巧邸の中お試！^とりいれ華力，も：- じ., 
:解に鄉)姊な上もがが H がたっていま娘:;:::謂 
いも;觀よわたしたちのお占け萬え揚び謁妻:;;.^ 
化をを里-がれ、せつな役剖を昭なっています。 

.‘ 铁好力强い乎；:典4;^ ，卜 

こうぶで;加 XL やずむ帮语鸿岩:まれていを-戟。 


潑 *1 貝巧轉菌 '巧 


%邮日納よ.村会のさまざまな尹ーザじ村版しず. 
孰のもつこめ陛かむ機農 I 誤すこもな私韻きだすた めじ 

‘ 資源-す恥レ车 '一 の有劝币閒など ■ 
帖みいががでが葫?！马 i おが4莉、.まホ 
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ヨーロ ッパ球信 


——早川清孝一 

f 日ぶ体協瓶ル研偃コ、 
、ーチ•化西ドイツ I 


難しい五輪の「個別を前」 

今冬の西ドイツは、気温別疲と 
い「わ異带闻温の口もあれば、雪 
が怖りつづくといった H もをって 
そめ寒啜の愚しさは驚くばかりで 
す。 

さて、 力！ター • 結領の芦 
明に端を帘したモスクロオリンビ 
ッタのボイコット閒屈は、日本で 
も太きな該論が巻きおこっている 
とをえられますが、おドイツでも 
枯日めよさ'にテレビ、タジホ新聞 
などが、この閒風を煤りをげてい 
ます。 

^ドイツも、 n ぶ同よぅ、アメ 
リ方からの'*让丸 W がかなり郎い 
よラで、日巧には、結掃、ボイ n 
ットをがち出すのではないでしょ 
ろか。 

そクなると、モスク呼のハンド 
ボー ルは、巧化がチヤンビオンを 
おくという淋しいものになってし 
まいますご 


ところで、こちらで聞いており 
ますと、円本では NOCCJOC ) 
が、悲找到体独自で肖ち的参加、 
をるいは「個別参加」0方法もあ 
るとして1通手を励まし.でいると 
いクことですが、ヨ— ロッパにお 
りますと、はたして現実に、その 
ょぅな方法が可能かどぅか、かな 
り撼わざるを淨ません。 

グロスパルスタット2連勝 

きて、"ンドボ[ル界の風きを 
おお克しまし.ょう。 

既報のバルト海みップのあと、 
太きな少シヨナルチ！ムのトーナ 
イントは、ほとんどをく、ソ連が 
ハンガリ ー に 2 連離、スイえがチ 
ユニジアに2述聽、廉ドイツが日 
本にリー連腿したなどぶモスタリ狙 
のホな励き、もつはらクァンの目 
は、ヨ]ロッパカジブに化がれで 
いました。 

待に、西.ドイツは、 3 — ロッパ 
カップに抽ていた TV ，ダロスバ 
ルスタットとヨ！ ロッパ•カッブ 
ホプ•かップスの化素、おなじみ 
の vf し-ダン/.ルスバッハがが 
綱に酷ち進んだため、大きな顯ム 
を呼びました。 

ヨ t ロッパ•ホップの化勝は、 
ダロスバル K タットが、バルル- 
レ イキ ヤビタを、 ミュンヘンに迎 
え、か千人◎フアンを集めて巧わ 
れましたが、2述勝を—すグロ 
スバル K タダトが、クル J スピー 


ブや、名 GK ホフマソをを守のを 
の大巧躍での—^3と快勝、文甸な 
い.強さを-がしました。 

ダロスパルスクットのホ—ムタ 
ウンほ、ブランクフルトに近い H 
ィゼンフ正ルト市ですが、こ©試 
合のわめに、二一千人をこす地元フ 
アンがミュンヘンへ巧しかけ、垣 
滕彼、コ！卜上にくりひろば担就 
をぶりは火変なもので、こめ国の 
ハンドボ I ル解のすごさを1改め 
て廟じさせました。 

アリカンテ鮮やかな擾勝 

一方1もップ•ホブ•カップス 
は、 グン ゾルズバッハ X カルピサ 
• 了 y カンテ(スペイン)といク 
颗範合せめ決勝でした。 

まず、第！戦は、アリカンテめ 
ホ—ムコ ！ 卜で行われ、 TU カン 
テは、相手のて IK 、 がソデルリ 
ブヒにスタ t 卜かを带着マ—ク、 
この.昨戦がをごと U 成巧しで如1 
化で先聯しました。 

.が1!戦は，ョ]口切パ*ハンド 
ボ—ルのゾッカ、ドルトムントの 
ウェストハ]レンで行われました 
が、グンメルスバッハボ、日点の 
ハンデをどぅ取り返すかが興味と 
なな、一巧一二平人といぅ記録的な 
太！が集まりました。 

アリカンテは、ホ]ムゲームで 
成巧したヴンデルリツヒ'へ Q マー 
夕をこの試人口でも探り、ダンメル 
スバジハは、初めから苦しい試合 


ぶり。 

この淸种的な八シデのをめか、 
いつになくミスの多い合遇び'で 
前半は y—8 とわずか1ぶをリ— 
ドしただけでした。 

後平になって、ょぅやく、ダン 
タルスバッハのを堅にリズムがが 
で、一晴は HIS 、 としで 
フ r ンを沸かせましたが、なにぶ 
んにも、诀めホめヴンデルリッヒ 
の動きが封じられ、ぶ脯フ t ィち 
哲媒をおしての山場めため、稍彩 
を夕き、どさしても「虽と1戌」 
がとれず、 UIW で酷った私めが 
9一 試を合計％—おでアリカンテ巧 
初獨酷とな巧ました。 

ホ r ム • T ンド•アウ丈ィ法式 
沿'こちらの試をでは、いかにホー 
ムゲ J ムで太量り I ドを聲ぅかが. 
臘利の条件です。 

それを離んでの試合観贼めコッ 
を、フアンはよく知っていて、興 
寶ボ興為を呼.ぶことになります。 

K バィン巧表の渡聴は、5年前 

のパロンマノ*ダラノリ义ルスに 
ついで2度 w といぅことですが、 
フランタフルトでの試をち、終始 
精気にあふれた玻防で、チザンピ 
ホンにふきわしい力を示したのは 
みごとでした。 

- 部（ご|部のカップ戦 

一方、女でほ、ョ t ロッパカッ 
プがラドニッキ•ベルダラード ( 
ュ f , ゴ)、ホップ•オブ•女ツプ 


K ボイスタラ•パルチザンス々 ( 
チ L コ〕の優撇に決まりました。 

今シ ー ズンは、巧みとも、 ホリ 
ンピッタイヤ]ということでソ适 
柬ド イッ などが巧表チ t ム を送ら 
ず、その-意味では、興味が半減し 
ました。 

ホショナル同±の試をのすさま 
じさは、目み哲身も时凹お楼験し 
でいますが、タラプ同山の姑抗戦' 
は、^^アンのをないが止地おを表 
して、また、別の而白さがありま 
す。 

十四クラブによる西ドイツ■リ 
しグ(ブンデス•リが)は、その 
孰化田上に立って、今か！ぶンも 
大盛況で.すが、 どうやら TV •ダ 
口 K . バル K タットの2迹胁が恩そ 
うです。 

リ！ダとが巧して、一部から三 
部までのチ t ムが参加ずるカップ 
戦といク名の卜—ナ方ン个火会が 
網かれて.いますが、この方は、ダ 

ロス パルスタット、ダンメルスバ 
ッハ、 fa •ギョッピンゲン、 T 
US * ネッテルスタットの人费4 
テ！ムが谭決勝に腺ちあがってい 
ます。 

か同は、ダロスバル K タット X 
ア y カンテの 「ョー ロ ッバ •ゴ t 
ルデンカブプ」」と、酉 ドイツ カ 
ップの話摇をおちえするつもりで 
す。(畢まはミュンヘンホリンピ 
ッタ日木化表選手、日体大 OB ) 
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各地の記録 


大同、本旧技ゆすらず 

第巧回東海呈巧連ホ搞に、ソーお 
^^日帖巧県巧体巧酷に、棠お4帖 
の代表が集まり卜 I ナパントでだ 
われた。 

男子は、？年連綻大问特进網 ( 
愛知) X 本旧な研節陡(一一言ごのが 
腿と なり、 本 m の健間から乂啟被 
をく りひろ ば、大间は残り5分巧 
1巧と其しかったが、辛くも同鹿 
に持ちこみ、引きなけ、廚于 t ム 
搔擺(史上徊一になった。大同は 
6年迹掃9度目、本田は6年ぶり 
2度 目の タィトル。 

一ぶ、女子もで掘どおり、园巧 
を巧表するジャス no. I 巫) X ブラ 
ザ I 工業(楚知>の.決.禪から、ジャ 
スコが序盤のがスタ E 卜を活かし 
日巧述綻揺瞄を师つを。 

なお、この大萬は、ことしも N 
HK テンビによって萊海地域に中 


継放送されち 

|>男ず1巧戦 〔 U 準決勝) 

大同特報，。、化— OV 窩山み 

销 C 缠结(睡曼 

ぶ山技研？/日一自節岡教貞 
鉛題(三立の19,/1团(肺岡) 
虽」 

1>同決腿 

火同特辣日「619 Y りホ巧技酣 
鋼 11716 T 雖蹈 


夕 


引奪かけ 
H 回顿 cuif - 化瞄) 


D > 女ず 

ジャスコ了、化—1心 
〇一一重) 2^ ul 3」 

ブラザ t 
H 業(愛 
知) 

V 同決腊 

ジャス コ M (け1 


(岐貴 


橫須賀協会が W 周年 
神杂川 M を拙逝均八ンドボール 
協会は、こ0ほど創立 W 周年を迎 
え、^月^り記念ぶ典と記念卜^ 
ナイントを巧なった。 

配念す興では、これまでめ楠無 
茜旗に巧播のあった3闹体と、個 
人日をを表を、を鞭ほか、 3 H ホ 
に感锁化を贈った。 


ホモは太お缓巧(大阪】 0 J 遗酷 
に終つた。 

v 巧モ1部 

丸善ち抽4 I G 川崎蓝エ 
下津耗3 1貫摩一 
歎山) 

巧ド難锅 
(お庫) 


八離ぶ ‘X 


城化夕 
(辟岡) 


抓 ( IU ). 3斬端-准 


ri 4^ ブラ f r 

14V XM 


女子で大和銀一打 4 連勝 
第目回(ホモ第4回)お賊実業 
抽谨手植は、昨秋：：：ぶ神戸をど闡 
西を地で巧モ L 部5、 y 部自、も 
で d 于 t ムが眷加して巧われ、男 
子は1部が丸靑石油下津(和歌山】 
恐2述勝、同2部は葉津摄 C 大版〕 


巧 (& 巧 ^ Mm 

丸省ち地〇_日円錬过が 

下津 日 1〔太較) 

徘戶製鋼况—— u 川崎宣エ 
太配ボス乳巧目魏建材 
川埼亟 H 如日訣建が 
丸普む沾下津則—巧大阪ザス 
种戸裂娟抓 —— U s 熟建が 
火阪ボス巧^日川崎蓝エ 
丸菩巧拆下澤泌 IU 神戸誤鍵 
〔瓶愤〕0丸菩が抽下掉4戦を腿 
通太胁ガス•巧ド穀 2 勝 1 が 1 
殿成.川崎重工1瞒3敗® U 鉄挫材 
〔2部順控®棄津概(大蚊)日锁 
八主滕®住ぶ誤行(太阪)•化ぶ金属 
C 和歌山) 3腿2恥衙云扣銀巧(太 
阪 ) 2勝3敗⑥ u 立マダセル(大 
阪：}，立ホカ(兵申).1隙4取 
V 女子 


〔表夥者： J 团体.自飽隊久里砖 
夕、端須興を院高視于チ[ム、间 
ホ子チ I ム。 

恼人•楠ぶ司、も井春雄、宮蹄 
を、を木淫十郞、越 W お術〔敬称 
を) 

( 想誠が鹏呈〕陶上白術隊通信 
学校、陋上自衞隊か年工科学校、 
桃潰！；冉字瞄高巧。 


if 


如 


- - CQ 


火お敲巧ぉ—— 。 
大和殘巧乳——で 


化お殺巧 
(大阪。 

大和锻行 
B (大阪〕 

巧歌山お商 
エ信用紙合 
(お歌山.) 

乂前级巧 B の - -2住お级だ 

和歌山県商工厦組说 — Itt ぶ銀斤 
お歌山賊商卫眉組；：；1リ太お顔石 
〔娘お〕①大和級巧3戦全勝感巧 


玻山県商 H 植巧組を3路1敗®大 
巧强斤 B 1 勝2敗®担ぶ毀行， J 敗 

境迸ホクが4回目 
▼第け固鳥取竜巧還手権 (3 巧) 
可男子準々決胳 

関金ク W ^释エ間 
中部ク 13 揣湛巧役所 

島取太 6-8 倉吉夕 

境浩化ク棄 椎稍诗 
0同带法揣 

精湛をク——焉取乂 
関金夕巧——じ中部夕 
0间決膊 

墙港市夕 W 駕金夕 

W みず1凹顿 (2 試食一 
营吉西高 口——リ"米莖商 
米子南お.，向！ S ——5舟吉庵業蔚 
哥同準決蝶 

求モ南稱な OG 917 责ち西高 
米子南關陆 W ——5曾吉夕 
口同：化勝 

ホモ南商 7 j ^2 — 2" K おモ巧商 
周 ご 。-—自」 .が OG 

了 MT コンテスト11ひで来モ 
お商商の觸ち 

新日戳大み、好調をず 
T 大巧県挺を室巧遇手植(1リ* 
太か」 

皆男子準々決勝 

太波笔波商 OB 别—巧屋山夕 
日豊ク化——9 変肆造 
薪 U 鉄乂か W —— U 搞蹄エ巧 B 
おか電波なじ—— S 傳嶺な 


一>岡単決陆 

新口独大か巧- U 日盤夕 

大分韋祕商卽 In 大か軍波窩〇 B 
C > 同決腿 

新日鼓大日 f 5134太な電波 

1>ぶ子1卽戰 (3 試合。 

太か泉商化‘雄城お昭 
if —-推城お高 OG 
大か咸ジュニ潮牌夕 
D > 同準決勝 

大分東シニ T 姐—巧大か與補 
大か戚ジュニアお一をが赏関窩 
V 间被滕 

太な某シ太.当思ジ 
ニア 2立—•己1ュニア 


を大ク、韓国円光クとを期戦 
ちも屋大 OB 、 現役による f •お 
大ク」〔愛知〕 は、 このほど背国の 
円光大クとお期戦を結ぶことにな 
「たと発表した。 

枯年交ぶに攝征 しぁい、 2試な 
贼上を行うとい.うもので、寄1凹 
の今年な、.6巧：：ーロから；^?日をで 
名大クが遠征する。 

を大夕麗懦遍が「ザ述、実违な 
どによる日節が補がマンネリ化し 
今避は、毕独チ E ムによる W 础交 
端に移巧していくも Q と思われる 
その先鞭として、円光ぶ夕の協 
力を得てを期哪が結がれたことは 
他チームめ指削にもなろう。経費 
は禪を費だけ招持側が食担ずる」 
といっている。 
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■-粗描 DC :9 V ( liUx 6) AC ： 100 V 50/60 Hz カーアダプター(別ぶり D -70) ■大きさお 41.2 X 岛さ 25.6 X | J け12(优 i > ■重さ 5.0 kg 说あ化をむ） 


典窗两現0 


楽しむが 


クリアでナチュラルな音質の実用 
最乂出力 4.2 W (2.1 W +2，1 W 、 
EIAJ / DC ) のノ f ワ ー。 12 cm ウ ー 
ハー仲低音域用）と 3.5 cm ッイー 
ター(高音域用)採用のスピーカー • 
システムカす再現するリアルなノ巧一 
サウンド、心ゆくまでゎ楽しみくだ 
さい。 

• FM / AM 2 バンドラジオつき 
•(クロム/ ノー マル） テー プセレクター 
採用 

•フルオートストップ 
■外部スピーカー端子つき 
けり売り APS -80) 使巧 
•ラインイン、ラインアウト端子、マイク 
端子げ用、 L 用各 I 個)つき 



■尊用外部スピーカー、 APS - 80 
別•ぶり2本セット¥11，800 
參レコード プレヤ ー HT -320 
別なり¥25,800(レコ…ドプレ 
ヤーを巧続するには MM おカート 
リッジイコライザー < MCE -70> 
み J なり¥4,500が必輿です） 

システムアツプしたらのの一例です。 


の兄 


組 A ； C 楽しむが 

ノぐテ、、イスコ8030はシステムアップできるラジオカセット。 
專用外部スピーカー （ APS - 如）の攫続により、迫力 
あるステレホ•サウンドカミさらに倍増。また、フ 。レ ヤー 
( HT -320) を接続すればレコード音楽も楽しめます。 
( MM 形カートリッジイコライザー MCE -70が必要） 


品質を大切じする < 巧術の日立> 



日-化を巧 P か元株巧を化于105柬ま挪き区西巧巧2-15-が日なを巧則が) TEL 扣 3)502-2 川 
日立クレジットなホを化〒阳 S ま京ま B 港区西巧巧たI卜12 ( 日なをを別巧) TEL(03)S03 - Z m 


★カセットレコーダーで録きしたものは、個人として楽しむなどのほかはまか権ま上、巧が教こ無廚て.巧巧できません。 ★巧立カセットレコーダーのな化は,必ずわをけとりくピさし、。わ！!い上がの房に、巧な 

★あ品のも'問合せ、クレジットのご相談、カタ□ダのご請巧は、も’巧<の日立のま電品な巧巧へわ気樹こどうず。 をを、 ご巧入年月日が記入されているかを、わ巧かめじなり、大切に巧をして化‘さい。 




































巧な舍巧巧リりス 



が<1女めろ。 

独剖のソールがスピードとパワーを引き出す 


ハンドボール競巧におけるブレーヤーの「巧き J を撤底的に 
究明してつくりあげた《アシックスタイガー®ハンド:’のソールは 
ごらんのとおりツマ先部と力カト部に穴をあけています。 
この穴はプレーヤーが力をかけると真空となりフロアに 
ピタッと巧いつくようになっています。 

つまりスリップを100%防ぐための設計です。 

従ってどのような巧況のプレーにもダッシュストップが 
完皇で思いのままに鋭く速くの作できます。 

またさまざまな方向へのスタートダッシュ、ストップターン 
も完全です。 

プレーヤーのスピードとテクニックをこの吸おの原巧を巧巧 
したおななソールが確実に引き出します。 


aSKS TIGER 

HANDBALL SHOES 






★ハンドボール LE 
-庭巧表革甲が 
• ノンスリップ特な意をお 
-代表进手用 
• ホワイトXレッド 
サイズ 22. 5〜28.0 
巧ホ小ホ ffi 格¥ I 0,000 
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